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本書 は、備前市伊部 に所 在 す る医王 山東麓窯跡群 の発掘 調査報告

です。 この発掘調査 は、「 国指定史跡備前陶器窯跡」 の うち「伊部西

大窯跡」 周辺 の窯跡群 の詳 細 な内容 を明 らか にす る ことを 目的 と し

た もので、平成 21年 度 か ら23年度 にか けて文化庁 の国庫補助金 を受

けて実施 しま した。

備前市伊部 は、 現在 にお いて も備前焼生産 の中心地 です。 この伊

部 の谷 で、 継続 的 に窯 が築 か れ るよ うにな るの は、 平安 時代 の終 わ

り頃か らとされて います。 当初 は、古墳 時代 か ら続 く須恵器 の雰 囲

気 を色濃 く残 した灰色 のや き ものの生産が続 きます が、 鎌 倉 時代末

か ら南北朝 時代 にな る と、 特 徴 的 な赤褐色 のや き ものを生 産 す るよ

うにな ります。

今回の調査で は、 2基の窯跡 の調査 を行 いま した。 1基 は平安時代

の終 わ り頃、 もう 1基 は南北朝 時代 に使用 されて いた ものです。 備

前焼 の歴史 の中で、生 産 が は じま る「 出現期」 とその個 性 が明確 に

な る「確立期」 と呼べ る時期 の窯跡 です。平安 時代 末 か ら現在 にわ

た り、 800年 以上続 く備前焼 の歴史 を知 る上で、重要 な ポイ ン トとな

る窯跡 を調査 した ことにな ります。

備前市、 そ して それ を と りま く地域 は、無釉 の焼 き締 め陶器 を作

り続 ける、 現代 で は稀 なや き もの生産地 です。 そのル ー ッで もあ る

歴史 的遺産 を恒久 的 に保存 し、 次世代 へ引 き継 ぐため、 備前市教育

委員会で は、「国指定史跡備前 陶器窯跡」 の うち「伊部南大窯跡」 や

その周辺 の窯跡群 の史跡整備事業 の計画 を策定 して い ます。 今 回 の

発掘調査成果 は、 その事業 を進 める上 で、大切 な資料 とな りま した。

最後 にな りま したが、 発掘 調査 な らびに報告書 作成 にあ た りま し

て は、文化庁、 岡山県教育委員会、 な らびに地元 の方 々 に温 か い ご

理解 と多大 な ご協力 を賜 りま した。記 して厚 くお礼 申 し上 げます。

平成 24年 3月

備前市教育委員会

教育長 土 山 球 一



例 言

1 本書は、備前市教育委員会が国庫補助事業として行 った、医王山東麓窯跡群の調査報告

書である。

2 医王山東麓窯跡群は、備前市伊部10411他 に所在する。

3 発掘調査は平成21年度と平成22年度に実施 した。調査期間は平成22年 2月 8日 から平成

22年 3月 31日、平成23年 1月 11日 から平成23年 3月 4日 である。調査面積は、平成21年度

が95ポ、平成22年度が110だである。遺物整理および報告書の作成は、備前市埋蔵文化財

管理センターにおいて、平成23年度に実施 した。

4 調査は、平成22年度は石井啓が、平成23年度は石井指導のもと、重根弘和が担当した。

5 本事業をすすめるにあたっては、文化庁文化財部記念物課主任文化財調査官禰亘田佳男

氏、近江俊秀氏から指導およびご助言を賜った。記 して感謝の意を表す次第である。

6 発掘調査および報告書の作成にあたっては、国指定史跡備前陶器窯跡整備委員会 (河本

清委員長)の ご指導とご助言をいただいた。記 して感謝の意を表す次第である。

国指定史跡備前陶器窯跡整備委員会 委 員

河本 清 (元 くらしき作陽大学食文化学部教授 )

長尾清― (備前市文化財保護審議会委員長)(～平成23年 3月 31日 )

浦上時夫 (備前市文化財保護審議会委員長)(平成23年 4月 1日 ～)

問壁忠彦 (倉敷考古館館長・現学術顧問)

西村 康 (独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所埋蔵文化財センター客員研究員 。

公益財団法人ユネスコ・ アジア文化センター文化遺産保護協力事務所所長)

高瀬要― (和歌山県立紀伊風上記の丘館長)

7 本書の執筆は、第 4章第 2節 と付載を除いて発掘担当者が行い、文責は文末に示 した。

第 4章第 2節 は、赤井夕希子が執筆 した。全体の編集は、石井指導のもと重根が行った。

8 遺物の整理作業と実測は、赤井夕希子、内山未帆、東山智子、米井里佳、松田康太の協

力を得た。装丁は米井里佳が行った。

9 樹種鑑定と放射性炭素年代測定は、フジテクノ有限会社と株式会社吉田生物研究所に委

託 した。調査区周辺の地形測量は、株式会社イビソクに委託 した。

10 調査地の土地所有者、山本詮正氏には多大なるご協力をいただいた。発掘調査および報

告書の作成にあたっては、多 くの方の助言を得た。記 して感謝の意を表す次第である。

阿部賢二氏、伊藤晃氏、上原真人氏、岡嶋隆司氏、宇垣匡雅氏、岡田博氏、金重有邦氏、

潮崎誠氏、清水克行氏、下村奈穂子氏、橋本久和氏、馬場昌一氏、平井泰男氏、平川忠氏、

福田正継氏、延原勝志氏、乗岡実氏、松尾佳子氏、松岡千寿氏、米田克彦氏

11 本書に関係する遣物・実測図・写真等は、備前市埋蔵文化財管理センター (備前市伊部

9743)に保管 している。



凡 例

1 本書に用いた高度値は海抜高であり、方位は平面直角座標第V系の座標北である。また、

遺構配置図等の座標値および抄録に記載 した経緯度は、世界測値系に準拠 した。

2 本書記載の遺構・遺物の図には個別にその縮尺率を記 しているが、基本的には次のとお

り統一 した。

遺構 :1/80

土器 :1/4

瓦 :1/6

3 遺物の色調は農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』に準拠 した。

4 第 1図は、備前市作成 (昭和63年)の 1/10,000「備前市全図No.4」 を複製 。加筆 した

ものである。

5 焼成に失敗 した不良品や窯体片、灰、焼土などを投棄 した場所を、考古学の分野では

「灰原」 と呼ぶことが一般的であるが、現在の窯業地では「物原」 と呼称することが多い

ため、本報告書では「物原」と呼称することにした。

6 本書における時期区分は、一般的な政治史区分に準拠 し、それを補 うために世紀を併用

している。備前焼の分類と年代観については、 1～ xに記 したとおりである。
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備前焼分類試案
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備前焼分類試案③
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分類

椀、小皿

年代で区分をして、口径と器高の変化を見ると、12世紀後

半から13世紀前半にかけて口径、器高とも小さくなり、13世

紀後半になるとさらに器高が低くなる。14世紀初頭になると口

径、器高とも極端に小さくなるという傾向がある。口径、器高

が小さくなるとともに、底部糸切り部分に段を持たなくなる。

そのため、底部糸切りの痕跡に注目して分類 した。

IB 底部糸切りの部分に明瞭な段を持つ、あるいは底部

に厚みがあるもの

ⅡA 底部糸切りの部分に段を持たない。口径、器高が小

さくなり、椀も皿と呼ぶほうが相応しいような形状

になる。

ⅡB 口径が極端に小さくなる。消費地遺跡での出土事例

は非常に稀である。

14世紀以降、出土事例が皆無というわけではないが、

以前のように主要器種という位置づけでは無くなる。

情鉢

南北朝時代以後、口縁部下端に強いヨコナデを加えて、上

端を上方へ拡張していく。口縁部下端に強いヨヨナデを加え

るため、体部は内湾した形から直線的に開いた形状になる。

安土・桃山時代以後は、拡張 した口縁部を内側に折り曲げる

という、以前とは異なるつくり方になる。江戸時代には口縁

部の断面形が三角形になる。

口縁部の形態に注目して分類 した。

IB 口縁部の外側が突出し、上端が平坦である。内面に

橋りおろすための条線が入るものは無い。

Ⅱ A 口縁部の内側がやや上にはね上がり、外側がわずか

に突出して、上端がややくぼんだ形になる。同じ形

で、条線が無いものとあるものが両方存在する。

口縁部の上端にやや丸みがあり、内側が突出する。

口縁部を仕上げるときのヨコナデの重心が内側寄り

にあるため、体部は内側に湾曲した形になる。これ

から説明するものには、すべて内面に条線が入る。

口縁部の上端が平坦である。

口縁部の上端が平坦で、内側がやや突出する。体部

は内側に湾曲気味のものが多い。

口縁部の内側が上方に突出し、外側が押しつぶされ

た形になるもの。口縁部を仕上げるときのヨコナデ

の重心が外側寄りになり、体部が直線的に開くもの

が増える。口縁部の突出が小さいもの (Ⅳ A-1)

と、大きいもの (Ⅳ A-2)に 分けることができる。

口縁部の内側に屈曲する部分を持ち、端部が上方へ

大きく拡張する。明瞭に上方へ拡張し、下端がやや

突出するもの (Ⅳ B-1)、 明瞭に上方へ拡張し、

ⅢA

Ⅲ B

ⅣA

下端 も大きく突出するようになるもの (Ⅳ B-2)、

均等な厚さで上方へのびるもの (Ⅳ B-3)に 分け

ることができる。

VA 口縁部が上方に大きく拡張する。口縁部下端が突出

する。上端に面を持ち、口縁部がやや内側に湾由す

る格好になるものが多い。胎土が良いものが多い①

VB 上方に拡張した端部は厚く、上端に明瞭な段を持つ。

ⅣAか らVAは、口縁部ヨコナデの重心を外側にか

けて、内側を上方へ拡張するというつくり方である。

それに対して、VBは端部を上方へ拡張してから内

側に折り曲げる。そのため、口縁帯の下端がVAは

突出した形状になるが、VBは突出せずに、丸 く収

めた形状になる。内面に放射状の条線とともに斜め

方向の条線を入れるようになる。

ⅥA 口縁部の断面形が三角形になり、上端に明瞭な段を

持つ。 VB同様斜め方向に条線を入れるものと

(Ⅵ A-1)、 斜め方向は入れず、放射状にだけ条線

を入れるもの (ⅥA-2)に 分けることができる。

甕

鎌倉時代は口縁部を外側に引き出して、下方に折り曲げる。

鎌倉時代末から南北朝時代にかけて、折り曲げた口縁部が頸

部に着くようになり、その断面形が玉縁になる。室町時代以

降は折り曲げる量を増やして、玉縁を大きくしていく。折り

曲げた端部と頸部との接着を強くするため、ヨコナデを行い、

それにともない玉縁に条線が入る。安土・桃山時代以降、条

線が多条化 し、頸部から口縁部にかけての立ち上がりが強 く

なる。

おもに口縁部の形態に注目して分類した。

IB 口縁部外側が突出し、上端が平坦になる。丸底のも

のと平底のものがあるが、平底のほうが多い印象で

ある。

ⅡA 口縁部を外側に伸ばして、外側に折り曲げた格好に

なったもの。平底が多数を占める。

ⅡB 口縁部を外側に伸ばして、下方に向けて折り曲げた

もので、その端が頸部に着かないもの。

ШA 口縁部を外側に折り曲げて、その断面形が丸い玉縁

になるもの。肩の張りが無くなってくる。

ⅢB 口縁部を外側に折り曲げて、その断面形が丸い玉縁

になるもの。ⅢAよ り折り曲げる量が多く、玉縁が

大きいもの。

ⅣA 口縁部を外側に大きく折り曲げて、その断面形が長

楕円形の玉縁になるもの。

ⅣB 口縁部の断面形が細長い長楕円形の玉縁になるもの。

玉縁の下端に強いヨコナデを加えることが多い。口

縁部を長く伸ばして外側に折り曲げるため、口縁部

Ⅲ B

Ⅳ B
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がほぼ垂直に立ち上iが るものが多い。

VA 断面形が長楕円形になる玉縁の下端に一条の凹線が

入る。口縁部を外側に折り曲げた後に、端部と頸部

の接着部分に強いヨコナデを加えたため、このよう

な形状となる。強いヨコナデのため、口縁部は外側

に屈曲して開いた形状になる。玉縁下端部に 1条凹

線が入るもの (VA-1)よ りも、約 3条入るもの

(VA-2)の ほうが新 しい傾向にある。

VB 長い玉縁に約 3条 の凹線が入る。頸部から口縁端部

に向かって、内面が緩やかに内湾する形状になり、

口縁部が立ち上がる。 2石 5斗入や 3石入など大き

なものが増える。

ⅥA 長い玉縁に約 3条の凹線が入る。、肩部から頸部に

向かって強く内側に入るため、頸部から□縁端部に

向かって、強く内湾する形状となる。口縁端部が内

側に突出した形状になるもの (Ⅵ A-1)と 、口縁

部内側が平 らなものがある (Ⅵ A-2)。 後者は胴

部の張りが少ない。

壼

口縁部の形、成形技術の変化は、南北朝時代までは甕とほ

ぼ同じである。室町時代以降は、甕は折り曲げる粘土の量を

増やして口縁部を拡大していくのに対 し、壷は折り曲げる量

を減らし、玉縁を縮小 していく傾向にある。

おもに口縁部の形態に注目して分類 した。

IB 口縁部外側が突出し、上端が平坦になる。

ⅡA 口縁部を外側に伸ばして、外側に折り曲げた格好に

なったもの。

ⅡB 口縁部を外側に伸ばして、下方に向けて折り曲げた

もので、その端が頸部に着かないもの。

Ⅲ 口縁部を外側に折り曲げて、その断面形が丸い玉縁

になるもの。細分するのは難 しい。

ⅣA 口縁部を外側に大きく折り曲げて、その断面形が長

楕円形の玉縁になるもの。

ⅣB 口縁部を外側に折り曲げて玉縁を形成するが、端部

と頸部が接着する位置が高くなり、玉縁の幅が狭く

なる。肩が張るものが多い。

VA 口縁部は小さい玉縁になる。外側に稜を持つため、

断面形は丸というよりも三角形に近い。頸部がやや

開いた形状になるものが多い。

VB 口縁部は玉縁を意識していると思うが、押さえて曲

げただけであったり、やや厚みをもたせて丸みをあ

たえているといった印象である。胴の張りが少なく

なり、肩部の径と底部の径の差が小さくなる。

ⅥA 口縁部は上から押さえて折り曲げる、あるいは外面

を突出させる。上端にやや平坦面を持ち、断面形は

倒 L字状かT字状に近い。

ⅣA、 ⅣBを焼成 していた窯では、ここで行った分類にあ

てはまらない小形の壺を焼成している。また、消費地遺跡の

調査でもⅣA、 ⅣBの壷とともに、小形の壺が見つかる。高

さ20cm程度の小形品で、 l cm程度の小さな玉縁をつくるもの、

非常に小さな玉縁をつくるもの、玉縁を持たないものなどが

存在する。 l cm程度の小さな玉縁をつくるもので、玉縁が明

瞭なものはⅣAに伴い、玉縁が非常に小さなものや、玉縁を

持たないもので肩が張った形状になるものはⅣ Bに伴うこと

が多い。前者をⅣA、 後者をⅣBと しておく。

年代

椀

IB 鹿田遺跡Ⅱ 溝-8 12世紀前半-12世紀後半

馬屋遺跡 溝21 12世紀後半

馬屋遺跡 溝19 12世 紀後半-13世紀前半

馬屋遺跡 柱穴列 8 12世紀後半

馬屋遺跡 溝20 12世紀後半-13世紀前半

百間川当麻遺跡 井戸 3 12世紀後半-13世紀前半

百間川米田遺跡 3 土壊15912世紀後半-13世紀前半

百間川米田遺跡4 河道69層  12世紀末-13世紀前半

百間川今谷遺跡 2 溝71下層 12世紀末-13世紀前半

IB・ ⅡA

百間川兼基遺跡 3 溝32下層 12世紀末-13世紀前半

ⅡA 百間川原尾島遺跡 2 溝26 12世 紀後半-13世紀前半

助三畑遺跡 井戸4 12世紀末-13世紀前半

助三畑遺跡 P1310 13世 紀前半

百間川原尾島遺跡 2 溝25河 口堆積 13世紀前半

百間川長谷遺跡 土壊 13世紀後半

川入遺跡 P-9 13世 紀後半

鹿田遺跡4 SWl 13世紀後半

鹿田遺跡4 SD13 13世 紀後半

馬屋遺跡 建物34 13世紀後半

草戸千軒町遺跡H SD2022 13世紀後半

ⅡB 斎富遺跡 柱穴 5 14世紀初頭

IBは、12世紀前半までさかのぼる可能性がある資料が伴

うこともあるが、12世紀後半から13世紀前半の資料と一緒に

見つかることが多い。

ⅡAは、13世紀後半の資料に伴うことが多い。12世紀末ま

でさかのぼる可能十生がある瓦器椀が伴うことがあるが、その

瓦器椀とともに一緒に見つかる吉備系土師器椀は13世紀前半

の資料であることが多い。そのため、ⅡAは 12世紀後半まで

さかのぼることはないと考えている。

ⅡBは資料が少ない。14世紀初頭の吉備系土師器椀に伴う

Vll



事例が 1例確認できた。                   VA 博多49 23号遺構 16世紀前半

揺鉢                               湯築城跡 SB203 16世 紀前半―中頃

IB 未確認                           山科本願寺 l SD66 1532年

HA 草戸千軒町遺跡1981 SD2450 13世 紀後半          周匝茶臼山城址 大形竪穴遺構 1533-1579年

草戸千軒町遺跡Ⅱ SG2741 13世 紀後半           博多49 60号遺構 16世紀中頃

鹿田遺跡 4 SD13 13世 紀後半               博多 (都市計画道路博多駅築港線 I) 4号石組遺構

ⅡB 草戸千軒町遺跡1977 SEl186 13世 紀末 -14世紀初頭                        1551-1587年

草戸千軒町遺跡Ⅱ SD3190 13世 紀末-14世紀初頭      博多15 7号溝 1586年以前

草戸千軒町遺跡Ⅳ SG4415 14世 紀前半           博多24 SE001 1586以 前

ⅢA 草戸千軒町遺跡1975 SK755 14世 紀前半       VB 博多87(博多遺跡群124次)SK236

草戸千軒町遺跡1987 SK3740 14世 紀前半                          16世 紀第 3四半期

草戸千軒町遺跡Ⅲ SK8600 14世 紀前半           姫路城大天守地下 1580年

草戸千軒町遺跡1987 SD3860 14世 紀前半 (新)       堺環濠都市遺跡SKT19 SF001 1585年

ⅢB 中島遺跡 井戸 1 14世紀前半               大阪城三の丸 豊臣前期 1598年

草戸千軒町遺跡1988 SX4167 14世 紀前半          博多48 5542号  16世紀末

草戸千軒町遺跡1986 SK3448 14世 紀前半 (新)    ⅥA-1博 多30 石積遺構 17世紀前半

草戸千軒町遺跡 I SK1300 14世 紀前半 (新)        大阪城三の丸 豊臣後期 1615年

草戸千軒町遺跡Ⅲ SK3456 14世 紀前半 (新)        堺環濠都市遺跡SKT448-2 SB04 1615年

草戸千軒町遺跡Ⅲ SG3840 14世 紀前半 (新)        岡山城本丸中の段Ⅳ期 1620年代下限

博多80 255号 遺構 14世紀前半 (瀬戸藤澤中Ⅲ期)   ⅥA-2博 多41 SE52 17世 紀前半

ⅣA-1草 戸千軒町遺跡 I SK990 14世紀前半 (新)       二日市銭座跡 1640年 代下限

草戸千軒町遺跡Ⅲ SG3060 14世 紀前半 (新)        岡山城二の丸跡 (中国電力) 1654年

博多80 151号 遺構 14世紀前半―中頃

ⅣA-2草 戸千軒町遺跡1980 SK1890 14世 紀中頃―後半    IBは 集落遺跡で見つかることは少なく、年代が特定でき

堺環濠都市遺跡SKT■2 SK388 14世 紀末       る資料は無い。ⅡAは 13世紀後半、コBは 13世紀末から14世

堺環濠都市遺跡SKTl12 6層  1399年         紀前半、ⅢAは 14世紀前半、ⅢBは 14世紀前半でも新しい段

博多80 049号 遺構 15世紀前半 (伊野 Ia-1)    階、ⅣA-1は 14世紀前半の新 しい段階から中頃、ⅣA-2

ⅣB-1草 戸千軒町遺跡1981 SD2070 15世 紀前半     は14世紀中頃から15世紀前半、ⅣB-1は 15世紀前半から後

博多89 SE002 15世紀前半―中頃           半、ⅣB-2は 15世紀中頃から16世紀初頭、ⅣB-3は 15世

草戸千軒町遺跡1979 SD560 15世 紀後半       紀後半から16世紀初頭、VAは 16世紀前半から16世紀後半、

草戸千軒町遺跡Ⅱ SK3160 15世 紀後半        VBは 16世紀後半、ⅥA-1は 17世紀前半、ⅥA-2は 17世

ⅣB-2首 里城 SK01 1456～ 1459年            紀前半から中頃の遺構で見つかることが多い。

博多80 058号 遺構 15世紀後半            甕

草戸千軒町遺跡1978 SE1297 15世 紀末-16世紀初頭   IB 未確認

草戸千軒町遺跡1981 SK2320 15世 紀末-16世紀初頭  ⅡA 草戸千軒町遺跡1986 SD3457 13世 紀中頃―後半

草戸千軒町遺跡1982 SE2721 15世 紀末-16世紀初頭     草戸千軒町遺跡 I SE976 13世紀中頃―後半

草戸千軒町遺跡1985 SD3130 15世 紀末-16世紀初頭     草戸千軒町遺跡Ⅱ SD3190 13世紀中頃―後半

草戸千軒町遺跡1987 SD3890 15世 紀末-16世紀初頭     草戸千軒町遺跡1982 SE2640 13世 紀後半

草戸千軒町遺跡Ⅱ SX2811 15世紀末-16世紀初頭      草戸千軒町遺跡Ⅱ SG2741 13世紀後半

ⅣB-3博 多103 SK12 15世紀後半               草戸千軒町遺跡 I SE1015 13世 紀後半

草戸千軒町遺跡Ⅱ SD585 15世紀末-16世紀初頭    ⅡB 草戸千軒町遺跡Ⅱ SD3190 13世紀末-14世紀初頭

草戸千軒町遺跡Ⅳ SK4730。 4731              草戸千軒町遺跡Ⅳ SG4415 14世 紀前半

15世紀末-16世紀初頭  ⅢA 草戸千軒町遺跡1981 SX2400 13世 紀末-14世紀初頭

大内館跡Ⅳ ■号土装 15世紀末              草戸千軒町遺跡Ⅳ SG4415 14世 紀前半

楠葉野田西遺跡53次 1496-1499年              草戸千軒町遺跡1975 SK755 14世紀前半

lX



草戸千軒町遺跡1975 SK790 14世紀前半          草戸千軒町遺跡Ⅱ SG2741 13世 紀中頃―後半

ⅢB 草戸千軒町遺跡1978 SE1371 14世 紀前半 (新)    ⅡB 草戸千軒町遺跡Ⅱ SDX90 13世紀末-14世紀初頭

草戸千軒町遺跡 I SK1300 14世紀前半 (新)        草戸千軒町遺跡1980 SK2200 13世 紀末-14世紀初頭

草戸千軒町遺跡Ⅲ SK4313 14世紀前半 (新)        草戸千軒町遺跡Ⅳ SG4415 14世 紀前半

ⅣA 草戸千軒町遺跡Π SK1370 14世紀前半 (新)      Ⅲ 中島遺跡 井戸 1 14世紀前半

草戸千軒町遺跡 I SK990 14世紀前半 (新)     ⅣA 草戸千軒町遺跡 I SK990 14世紀前半 (新 )

草戸千軒町遺跡1987 SD3858 14世 紀中頃一後半       草戸千軒町遺跡Ⅱ SG1790 14世 紀中頃―後半

長壽寺 暦応 5年  1342年                  草戸千軒町遺跡1979 SK1761 14世 紀中頃一後半

ⅣB 首里城 SK01 1456-1459年                 堺環濠都市遺跡SKTl12 6層  1399年

草戸千軒町遺跡H SD510 15世 紀後半        ⅣB 千光寺 文安元年 1444年

草戸千軒町遺跡Ⅱ SX2811 15世紀末-16世紀初頭      首里城 SK01 1456-1459年

草戸千軒町遺跡亜 SD585 15世紀末-16世紀初頭      岡山市尾上出土 文明12年 1480年

草戸千軒町遺跡1981 SK2320 15世 紀末-16世紀初頭     草戸千軒町遺跡1987 SD3890 15世 紀末-16世紀初頭

VA-1草 戸千軒町遺跡1985 SD3139            VA 湯築城跡 SB203 16世 紀前半―中頃

15世紀末-16世紀初頭       周匝茶臼山城址 大形竪穴遺構 1533-1579年

湯築城跡 SB204 16世 紀前半―中頃            個人蔵 天文23年  1554年
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周匝茶臼山城址 大形竪穴遺構 1533-1579年         個人蔵 慶長 5年  1600年

VB 岡山県立博物館 元亀 2年 1571年             個人蔵 慶長14年 1609年

個人蔵 天正10年  1582年               ⅥA 岡山県立博物館 慶長15年 1610年

個人蔵 天正10年  1582年

宮島町立歴史民俗資料館 天正10年  1582年        IBは 13世紀前半の資料が 1点確認できた。ⅡAは 13世紀

個人蔵 天正11年 1583年              前半から後半、HBは 13世紀末から14世紀前半、Ⅲは14世紀

高梁市文化交流館 天正11年 1583年         前半、ⅣAは 14世紀前半の新 しい段階から末、ⅣBは 15世紀

岡山県立博物館 文禄 3年 1594年          中頃から16世紀初頭、VAは 16世紀前半から後半、VBは 16

個人蔵 文禄 3年 1594年               世紀後半から17世紀初頭、ⅥAは 17世紀前半の遺構で見つか

個人蔵 慶長 3年  1598年                ることが多い。Ⅳ B、 VA、 VB、 ⅥAは紀年銘資料を参考

ⅥA-1岡 山県立博物館 慶長12年  1607年          にした。

ⅥA-2岡 山県立博物館 慶長15年  1610年

岡山県立博物館 慶長18年 1613年

岡山県立博物館 元和 5年 1619年           参考文献

個人蔵 寛永元年 1624年              間壁忠彦 1990『 考古学ライブラリー60 備前焼』ニューサ

イエンス社

IBの出土事例は増えているが、年代が特定できる資料は  乗岡 実 2000「備前焼橋鉢の編年について」『第 3回 中近

無い。ⅡAは 13世紀中頃から後半、ⅡBは 13世紀末から14世      世備前焼研究会資料』中近世備前焼研究会

紀前半、ⅢAは 14世紀前半、ⅢBは 14世紀前半の新しい段階、  乗岡 実 2001「備前焼大甕編年 レクチャー資料」『関西近

ⅣAは 14世紀前半の新しい段階から15世紀前半、ⅣBは 15世      世考古学研究』 9

紀中頃から16世紀初頭、VA-1は 15世紀末から16世紀中頃、  乗岡 実 2002「近世備前焼橋鉢の編年案」『岡山城三之曲

VA-2は 16世紀中頃から後半、VBは 16世紀後半、ⅥA-1      輪跡』岡山市教育委員会

は17世紀前半、ⅥA-2は 17世紀前半から中頃の遺構で見つ  石井 啓 2007～ 2008「 備前焼窯跡の調査」『陶説』第651～

かることが多い。VB、 ⅥAは、紀年銘を参考にした。         659号

壷                             山陰中世土器検討会 2008「 山陰地方における備前焼」『第

IB 鹿田遺跡 I 井戸-29 13世紀前半              7回 山陰中世土器検討会資料集』

ⅡA 鹿田遺跡 I 井戸-29 13世紀前半

草戸千軒町遺跡1985 SG2742 13世 紀中頃―後半    紙幅の都合により、発掘調査報告書は記載 しなかった。
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第 1章 遺跡の位置と環境

第 1章 遺跡の位置と環境

医王山東麓窯跡群の位置は、医王山山麓の東向きの斜面、国指定史跡「伊部西大窯跡」から北に150

mほ ど向かった地点である。 ここから東南側には伊部の町並みが広がり、その中央を東西に国道 2号

線が横切 り、車が頻繁に往来する。町の北部、不老山南斜面には】ヒ大窯跡、天保窯が位置する。その

不老山を山陽新幹線が トンネルで西に抜けると、標高約300mの医王山の鋭利な山容があらわれ、そ

の山裾には西大窯跡が位置する。さらに西に進むと、12世紀代にはすでに存在 し、江戸時代に熊沢蕃

山の提案で津田永忠が改修 した備前市内最大の池「大 ヶ池」が広がる。 この伊部の町の南端に位置す

る伊部南大窯跡は、「規模や操業期間に関 して国内でも例のない窯」 として昭和34(1959)年国史跡

の指定を受けた。

備前市は、岡山県南東部、兵庫県との県境に位置 している。平成17(2005)年 3月 22日 、吉永町、

日生町と合併 し、現在「海 とみどりと炎のまち」新備前市としてまちづ くりが進められている。市域

の北部に位置する吉永町は兵庫県佐用郡に接 し、北は美作市に接する南北に長い地域である。吉永地

域は流紋岩土壌であるが、標高539mの 八塔寺山は石英粗面岩の残丘である。和意谷には、国指定史

跡「岡山藩主池田家墓所」が所在する。市域の南東部日生町は、東は兵庫県赤穂市、南は瀬戸内海に

臨む。階段状に降下する山々が直接海にいたる典型的な沈降海岸の地形で、沖合いには鹿久居島、頭

島、大多府島、鶴島などの日生諸島が展開する。地質は流紋岩類で、砂浜は少なく、岩が切 り立った

海蝕崖が多 く見 られるが、鹿久居島には中世の拠点的な遺跡と考えられる「千軒遺跡」が所在する。

旧備前市域の西部香登か ら新庄にかけては吉井川左岸にあたり沖積平野の平坦地が広がり、低丘陵

上には国指定史跡丸山古墳をはじめとする古墳群が点在する。伊部から三石にかけては急峻な山並み

が続き、平坦地が谷に沿 って細長 く開けている。これは埋積谷とよばれる地形で、後氷期の海面上昇

によって瀬戸内海に入 り込んだ海水によって谷が沈水 し「おばれ谷」になるのに対 し、海水の侵入が

緩やかで堆積作用が優勢である場合に形成される地形である。片上大橋がかかる片上湾はおばれ谷の

典型で、その縁辺部の鶴海、久々井、浦伊部、片上、穂浪などに埋積谷の細長い平坦地が形成される。

片上には西日本の縄文時代中期末の集落遺跡として著名な長縄手遺跡が所在する。

山地の部分は市域総面積の 2/3以上を占めている。その地質は流紋岩や石英斑岩等である。流紋

岩地域は花南岩地域にくらべて、樹木が再生 しやす く、アカマツ林が広 く発達する。事実、慶長期に

描かれた「備前国図」には伊部付近に松林が描写されている。 この流紋岩から生成される山土や堆積

した「田土」などは備前焼の原料粘土として使用され、独特の味わいを器表に描き出す。この豊かな

山林資源、原料の粘土、水運に恵まれた立地などが、中世以降、窯業史を飾る「備前焼」を生み出す

ことになる。

備前市における旧石器時代の遺物は、亀井戸廃寺の調査の際確認されたサヌカイ ト製ナイフ形石器

と翼状剥片があり、また日生諸島で握斧などが表採されているが、遺構に伴うものではない。

続 く縄文時代では、早 。前期には吉井川河口や島嶼部に貝塚が点在 しており、日生諸島では土器や

石器が表採されている。 このうち中期末の集落が確認された片上の長縄手遺跡は、内湾沿岸部に立地

しているが貝塚を伴わない集落遺跡で、近畿地方西部に共通する形態の住居址が検出されており注目
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第1章 遺跡の位置と環境

される。

弥生時代では、前期後半から中期中頃まで継続 した船山遺跡があり、竪穴住居や大溝などが確認 さ

れ、拠点集落としての性格が想定されている。

古墳時代では吉井川西岸の浦間茶臼山古墳に続いて、全長68mを超える前方後円墳の長尾山古墳が

築かれ、 これに続いて40mを超える大形円墳である新庄天神山古墳、丸山古墳、小丸山古墳などが展

開する。新庄天神山古墳と隣接する花光寺山古墳や既出した古墳を含む備前市東部から瀬戸内市西部

地域は、前期から中期古墳の集中する地域としても注目される。内部主体を横穴室石室とする後期の

古墳は、石室長9,5mの 池灘古墳をはじめ大内地区を中心に10数基の大滝道古墳群、香登本の谷筋 に

展開する奥谷古墳群などが知 られ、これらの勢力がその後の香登廃寺の建立を牽引したと考えられて

いる。

また、市域の南西部、長船町に接する佐山地区は、中国地方で最大の須恵器窯跡群である邑久古窯

跡群の北東端に位置する。佐山では遅 くとも7世紀末 ごろには生産が開始され、奈良時代に最盛期を

迎え、平安時代後半まで続けられるが、その後はこの地で生産がされなくなる。それに呼応するかの

ように伊部の地で本格的に備前焼の生産が開始される。

平安時代の末、西の山窯跡や大 ヶ池南窯跡など伊部の山麓で生産が開始された備前焼は、鎌倉時代

中ごろになると山の中腹に立地することが多 くなり、南北朝期にはさらに高度をあげ、標高400mを

こえるような熊山山塊に位置するものもある。熊山山頂には熊山遺跡を代表とする石積み遺構が点在

し、平安時代には霊山寺という山上寺院が建立される。南北朝末ないしは室町時代はじめ頃、おゝたた

び窯は山麓に築かれるようになる。規模 も山崎古窯跡の幅25m、 推定全長20m、 不老山東回窯跡の

幅3.4m、 推定全長40mと 巨大化 し、量産化を指向する。その後16世紀後半のある段階で、山麓に点

在 していた大窯は北大窯、西大窯、南大窯へ集約されることになる。

時代はさかのぼるが、律令制下の旧備前市域は、当初邑久郡香登郷、方上郷などに属 していたよう

で、その後天平神護 2(766)年、藤野郡 (の ちの和気郡)に編入されている。現在の旧備前市域 は

『倭名類衆抄』では和気郡坂長郷、香止郷であるが、記載のない「方上郷」は「延喜式」では美作の

港「片上津」となっている。香止郷は伊部を含む香登の平野部だったと想定されるが、白河天皇の勅

旨田となり、その後堀河天皇の時代 (白河院の院政期)に荘園として成立する。その後、香登荘は鳥

羽院、八条院に伝えられるが、母の美福門院藤原得子の菩提を弔うために高野山菩提心院に領家職が

寄進される。 こうして香登荘は八条院を本家とし、菩提サとヽ院を領家とすることになる。

菩提心院は、高野山内で金剛峰寺方と対立 していた大伝法院方の末寺に属する。その紛争の結果、

正応元 (1288)年 大伝法院は、和歌山県那賀郡根来町へ移る。 この地にある根来寺はその大伝法院を

前身とする真義真言宗の総本山であるが、その坊院跡から埋甕遺構として大量の備前焼の大甕が出土

したことで知 られる。その数は根来寺全山で、 1,500個以上 といわれており、多 くが16世紀後半 に属

するものである。用途は甕倉で油を蓄える容器として使用が推定されている。その量的に多いことを

根拠に香登荘と大伝法院との関係に見る向きもあるが、香登荘は南北朝の動乱によって領有は仁和寺

に帰 し、最終的に室町幕府領として伝領されていったと考えられている。 したがって大量出上の理由

を丹1に考える必要がある。

室町時代、備前の地は赤松氏、山名氏、浦上氏など勢力がめまぐるしく入れ替わるが、最終的に宇

喜多氏が覇権をにぎる。そのころ活躍 した豪商で来住法悦という人物は、片上湾の最奥部浦伊部に居
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1南大窯跡 2北大窯跡 3西大窯跡 4愛 ヶ淵窯跡 5山崎古窯跡

第 1図 調査地周辺の地形と主要窯跡

住 し、瀬戸内海の交易で何万石 もの富を築いたという。交友関係 も日腹をはじめとする日蓮宗本山関

係者、保津川を開削 したことで知 られる京都の大商人角倉了以との結びつきがある。天正18(1590)

年には、岡山城築城の銀を調達 した功績により、岡山城下に一町を賜 り、屋敷を構えるなど宇喜多氏

とも非常に強 く結びついている。

浦伊部の地は伊部南大窯跡からわずか1.5km東にあたり、備前焼を海上ルー トで積み出す際、要地

となったところで、根来寺での大量の備前焼大甕出上の背景には豪商来住法悦を要とした海上交易ルー

トのかかわりが深いと考えられる。平成12年の調査で確認され天正期の窯と推定されている東 8号窯

跡はまさに根来寺に大甕を大量に提供 した窯のひとつであった。

「香登荘」と備前焼の関係についてみてきたが、文献資料 。考古資料に「香登」がやきものの産地

として登場することもある。和歌山県西牟婁郡日置川町長壽寺境内から出土 した大甕は「備前國住人

香登御庄□ 二 暦応五年口 あつらう也」銘文があり、「暦応 5(1342)」 年の年号は知見のある

年銘資料としては最古のものである。

応安 4(1371)年、九州探題へ下向する途中の今川了俊は、「 さて、かがつ (香登)と いうさとは、

いえいえごとに玉だれの小瓶といおゝ物を作ところなりけり (中略)某 日はふ く岡につきぬ 。・・」と

いう記述を『道ゆきおゝり』という紀行文の中に残 している。

その福岡については、時代が少 しさかのぼるが、正安元 (1299)年 円伊を主宰とする工房で制作さ

|↑鳥 巧ヽT,、 ～ノ
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れた『一遍聖絵』 の福岡の市 の場面 に、布や魚鳥 など商 いの商品 とともに簡単 な掘建て小屋 の下 に備

前焼が置 いている様が描かれている。一遍が この地 を布教 に訪れたのは、弘安元 (1278)年 ごろだ っ

たといわれている。

このはか「香登荘」 の関係で はないが『 兵庫北関入般納帳』 に文安 2(1445)年 に備前焼 の壷や甕

が 1200個余 り兵庫港 (現神戸港)に運 ばれた記載がある。

このよ うに過去 の備前焼 は機能性 の高 い商品 と して西 日本 を中心 に流通 し、織豊期 にはその味わい

か ら為政者 に茶道具 として取上 げ られた。近世以降 は他 の窯業地で生産 された施釉陶や磁器 に商品 と

して市場 を うばわれ衰退 の道をたどるが、昭和 に現れた備前焼中興 の祖 と呼ばれ る金重陶陽によって、

美術品 としてその市場価値 を見 出 して、今 日にいたる。 (石井 )

※本章「遺跡の位置と環境」は備前市教育委員会2003「伊部南大窯跡周辺窯跡群確認調査報告書 I」 の第 1章を

加筆訂正 したものである。
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第 1節 調査に至る経緯

国指定史跡「備前陶器窯跡」 (平成21年 2月 12日告示)の「伊部西大窯跡」は、指定以前は「 日竃

(ひ がま)」 と呼称されていた。戦時中に耐火煉瓦の材料として陶片が大量に搬出され、地形が大きく

変化 してしまったが、以前は医王山東山麓に複数の窯が並行に築かれ、その景観は圧巻であったとい

われている。現在「伊部西大窯跡」は「伊部南大窯跡」、「伊部北大窯跡」などとともに備前焼の近世

を代表する窯である。 しか し、「伊部西大窯跡」に至る中世段階の窯跡群についての詳細は不明のま

まであり、また将来的に想定される「伊部西大窯跡」の整備等に必要な資料収集についても不十分な

ままである。 この状況は「伊部北大窯跡」についても同様である。これらの状況から備前市教育委員

会は国宝重要文化財等保存整備費補助金の交付を申請 し、「伊部西大窯跡」 。「伊部北大窯跡」周辺

などの詳細な分布調査、「伊部西大窯跡」周辺で確認された窯の規模、構造等を確認するためのごく

小規模な発掘調査 (1～ 2基程度)を 3か年かけて実施することとした。 (石井)

第 2節 調査および報告書作成の経過

平成21年度

平成22年 2月 8日 から調査を開始 した。調査予定地事前の分布調査で「 日窯」と呼んでいた地点ヘ

の進入路確保、調査予定地点の伐採後、調査区を設定 した。名称は字名から「 日竃」とした。掘削坑

の観察とくばみからおおよその窯の位置が想定できたので主軸・横軸を設定 し、 6つ の調査区を設定

した。窯の保存のためうち 3区の調査を実施 した。また、窯の両側に段状の平たん部が複数個所観察

できたため北側にも拡張区を設定 した。結果、日竃は南北朝期の窯跡であることがわかった。 (石井)

平成22年度

平成23年 1月 11日 から調査を開始 した。調査に入るにあたり、事前に調査区内の伐採は済ませてお

いた。進入路は、昨年度整備 したものがそのまま利用できたため、スムーズに調査に入ることができ

た。伐採 した木の片付けを行 った後、調査区を設定 した。溝状のくぼみが 2か所確認できたため、 2

基の窯跡が存在する可能性を想定 して 2か所の調査区を設定 した。西側を日窯 1号窯、東側を日窯 2

号窯と呼ぶことにし、調査を進めた。日窯 1号窯は平安時代後半から鎌倉時代前半の窯跡であったが、

日窯 2号窯は窯跡ではなく、 1号窯に伴 う溝であることがわかった。

平成23年度

4月 から備前市埋蔵文化財管理センターで整理作業を進めた。出土遺物の量は、遺物整理箱数で換

算すると120箱 であった。窯跡の名称は、報告書掲載時に次のとおり変更 した。

平成2]年度調査   「 日竃」  →

平成22年度調査  「 日窯 1号窯」 →

「 1号窯」

「 2号窯」

「溝」「 日窯 2号窯」 →

-5-
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備前市教育委員会

教育長   土山球一

教育次長  竹中史郎

生涯学習課

課 長   末長章彦

第 3節 調査および報告書作成の体制

文化係

係 長

主 査

主 査

主 査

石井 啓 (調査、報告書担当)

福本浩子 (平成23年 3月 まで)

山本久美子 (平成23年 4月 か ら)

重根弘和 (調査、辛民告書担当)

第 4節  日誌抄

平成22年 (2010年 )

2月 4日 (金)地権者と現地を確認。

2月 8日 (月 )機材を搬入。進入路を伐採。

2月 12日 (金)搬入路 。調査地点の伐採。

2月 18日 (木)伐採木の片付け。

調査前写真。調査区設定

2月 25日 (木)潮崎誠氏調査指導。

3月 1日 (月 )イ ビソク地形測量開始。

整備委員会現地指導。

3月 2日 (火)山陽新聞、朝日新聞取材。

3月 3日 (水)焚口北側に拡張区を設定。

3月 6日 (土)現地説明会。35名参加。

3月 8日 (月 )焚口東側ヘ トレンチ設定。

40名余 りの見学者。

3月 12日 (金)全景写真。

3月 17日 (水)埋戻 し終了。

3月 18日 (木)機材搬出。調査終了。

平成23年 (20■年)

1月 ■日 (火)調査開始。環境整備。

1月 12日 (水)伐採木片付け。調査前写真。

1月 13日 (木)2号窯調査区設定。

1月 14日 (金)溝調査区設定。

1月 18日 (火)2号窯上方へ調査区延長。

1月 20日 (木)米田克彦氏指導。

1月 21日 (金 )

1月 27日 (木 )

2月 7日 (月 )

2月 8日 (火)

2月 9日 (水 )

2月 15日 (火 )

2月 21日 (月 )

2月 23日 (水 )

2月 24日 (木 )

2月 26日 (土 )

3月 1日 (火 )

橋本久和氏、福田正継氏、

清水克行氏、阿部賢治氏、

下村奈穂子氏指導。

2号窯上端確認。

山陽新聞取材。

平川忠氏指導。

金重有邦氏、下村奈穂子氏

指導。

雪かき。小皿 6枚重ね確認。

整備委員会現地指導。

上原真人氏指導。

平川忠氏指導。

現地説明会。120名 参カロ。

2号窯断ち割り。

松尾佳子氏、岡田博氏、

河本清氏指導。

埋め戻 し。

松岡千寿氏指導

3月 2日 (水 )

3月 3日 (木)平井泰男氏指導。

3月 4日 (金)資材撤収。調査終了。

4月 1日 (金)報告書作成開始。

平成24年 (2012年)

3月 14日 (水)整備委員会指導。

3月 30日 (金)報告書作成終了。
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第 3章 調査の概要

第 1節 調査区の概要

調査区は医王山の東側斜面、標高70mか ら80mの 地点である。伊部西大窯か ら北へ150mほ ど向かっ

たところにあたる。 2つ の窯跡の調査を行 った。平成21年度に調査 した窯跡を 1号窯、平成22年度に

調査 した窯跡を 2号窯と呼ぶことにした。 1号窯は長さ14m、 幅1.6mの 南北朝時代の窯跡であった。

2号窯は長さ1lm、 幅 2mの窯跡で溝が伴 う。時期は平安時代末から鎌倉時代初めであった。 (重根)

第 2節 遺構・遺物

1 1号窯 (第 2～ 6図、図版 1・ 2・ 6・ 7)

1号窯は、調査前草木が生い茂 っていたが、瓦片・椀・壺など集中する箇所を中心に伐採 し、その

範囲で検出した。旧地表面から床面は最も深いところで60c14掘 りこんであり、窯構造は半地下式であっ

たと推定される。天丼部は崩落 して窯内に堆積 しており、中には窯壁片同士が溶着 したものもあった。

焚口と想定される部分は、径1,7mの穴が掘 られており、中の遺物から昭和の時代に掘削されたと思

われる。 このときの掘削で、床面が掘 りぬかれており、その断面観察から床面は少なくとも3回の貼

り替えがおこなわれていたことが看取できる。掘削時の上砂は、焚口前面に最大40cmの 厚さで堆積 し

ている。

窯体の長さは斜距離で14m、 最大幅1.6m、 全体の平均的な勾配は28度である。出土遺物は、窯内

で壺・甕、窯外で悟鉢が多 く、おおむね南北朝期 (14世紀前半)と推測できる。

窯床面の焼けは一様ではなく、中央北側では煙出しに近い部分がよく焼けており、焚口に向かって、

よく焼けていない部分、焼けている部分が交互に広がる。中には陶片が床面に溶着 して剥離 しないも

のもある。この一様でない窯床面の焼成具合は、薪を横から窯内に投入する焼成方法を指摘する向き

もある。煙出し部の構造は明瞭ではない。床面がそのまま旧地表面の傾斜に収束 して しまうからであ

る。床面は何回も貼 り換えた痕跡があり、煙出し部の床面の角度を調整することで、窯内を流れる炎

を何度 も調整 した可能性がある。煙出し部の床面角度 も平均的な勾配よりもやや急である。煙出しの

西側 5mの地点には、幅3.5m、 奥行 き3.5mの人工的な凹地があり、位置関係から焼成時の延焼防止

などなんらかの付帯施設の可能性 もある。

窯の両側 (北側と南側)に は、数だ～10だ程度の造成されたと思われる面が複数あり、崖面は北側

と南側では交互になっている。作業場の可能性 も指摘されたため、焚口に近い北側部分 lヶ 所に トレ

ンチを設定 して、この面の性格を追及するため掘 り下げた。調査期間の関係で基盤 となる層まで掘 り

下げができなかったが、窯壁外側は播鉢 。甕などを含む比較的軟質の土層で、雨天時には湧水 も見 ら

れた。面を造成する以前に溝などがあった可能性 もある。同時に焚回前面の堆積状況を確認するため、

長軸に沿って トレンチを設定 した。焚日前面は旧地表層まで40～ 50cm掘 り下げた。堆積は窯壁片や炭

片などを含む層からなる。

窯内に堆積 していた窯壁片は数cmの ものから40～ 50cmの ものまで一定でないが、窯の内面が残存す

る個体は一か所に集め仔細に観察 した。多 くは同一方向に複数の溝状の圧痕があり、中にはそれと交

差する方向の圧痕もある。さらに、手で土塊を押さえつけたような痕跡を持つ個体 もある。圧痕の原

体は確認できないが、周辺の草木を利用 した可能性を想定 している。このような窯壁片の詳細な観察

記録をもとに復元的手法を用いれば、築窯技術が復元できる可能性がある。 (石井)

-8-



第 2節 遺構・遺物

⊆Ｅ
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黒褐色腐食土 (10YR 3/1)
褐色土 (75YR 4/4)※ パサバサ した上、窯内堆積土

にぶい赤褐色土 (25YR 4/4)
+橙色土 プロック (25YR 6/6～ 6/8)

※窯壁とともに窯内に崩落 したブロックに堆積 した層

橙色土 ブロック (25YR 6/6～ 6/8)を 主に構成される層

橙色土 ブロック (25YR 6/6～ 6/8)
｀褐色土ブロック (75YR 4/4)
※ 191大 の窯壁や石片か らなる一時的に堆積 した層

褐色土 (75YR 4/4)※ 窯壁片を多 く含む

にない赤褐色土 (25YR 4/4)+橙色土 ブロック (25YR 6/6～ 6/8)

※窯壁 とともに窯内に崩落 したブロックに堆積 した層

黒褐色腐食土 (10YR 3/1)※ 現代撹乱

現代撹乱堀上土 ※橙色ブロック (25YR 6/6～ 6/8)を 主に構成

黒褐色腐食土 (10YR 3/1)
にない褐色土 (75YR 6/3)※ 粘性があるが、やや砂質を含む

黒褐色砂質土 (75YR 3/1)
※ l cll大の橙色 プロックを含む、炭化材 も多 く含む

炭褐色土 (75YR 5/2)
※ 5 cll大 の橙色ブロック (25YR 6/6～ 6/8)を 多 く含む

3～ 5 cmの 炭化材 (12層のものより大 きい)を含む

明黄褐色土 (25Y7/8)
※ l cll大の黄色 プロック (25Y7/8)を 含む

第 3図  1号窯 (1/80)
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第 3章 調査の概要

第 4図  1号窯 出土遺物① (1/4)

2～ 5、 7～ 9、 11、 13、 15～ 17、

19は物原の表土中で見つかった。 1、

6、 14、 18は物原を掘削 している際に

検出した。12は焚国の表土、10は窯の

床面で検出した資料である。 1～ 4は

悟鉢、 5～ 14は甕、15～ 19は壺である。

この 3種類以外の器種は見つかってい

ない。須恵器のように灰色のものと、

赤褐色のものが並存する。

1は 口縁端部と内面底部付近に自然

釉が付着する。内面は表面につやがあ

るのに対 し、外面はつやが無い。内面

底部付近に焼成時にふ くらみが生 じた

痕がある。内面には10条 1単位の櫛状

工具で条線を入れる。 2も 1と 同様に

口縁端部と内面に自然釉が付着 し、内

面と外面ではつやが異なる。外面口縁

端部は胴部と色が異なる。橋鉢は複数

重ねて焼いたようだ。 3は見込み部分

にも「 ×」印状に条線が入っていた。

条線は10条 1単位である。底部は不定

方向のナデが行われた痕がある。内面

胴部中央付近に溶着物がある。 4は内

面に6条 1単位の条線が入っていた。

他のものに比べて線と線の間隔が広く、

深 く入っている。焼成時の歪みが著 し

いため、回径は不確かである。 5は外

面肩部にオ リーブ色の自然釉が多 く付

着する。国縁部は外側に折 り曲げて、

断面が円形の玉縁に仕上げる。折 り曲

げたところの接着が十分ではなく、断

面中央付近に空洞が残る。頸部から口

縁部にはろくろ目が残るが、胴部の内

外面は板状工具でナデを行い平滑に仕

上げる。 8～ 10は甕の底部である。平

底である。底面 も板状工具で不定方向のなでを行 う。 9は内面底部の角に円形の工具痕がある。底部

外面には付着物が剥離 した痕がある。15は肩部に 1条の沈線をめぐらせる。今回見つかった壺はいず

れも器壁が厚 く、大形である。

＼ヽ
く   ウ
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第 5図  1号窯 出土遺物② (1/4)
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第 3章 調査の概要

第6図  1号票 出上遺物l③ (1/4)
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第 2節 遺構 。遺物

0          2m

第 7図  2号窯① (1/80)

|   1環元

|   1被熱面

2 2号 窯 (第 2・ 7～ 28図、図版 3～ 28)

伐採 した範囲の西寄 りの位置で検出した。 1号窯からの距離は、北西約10mの位置である。旧地表

面から床面まで、深いところで80cm掘 り込んであることから、半地下式の客窯であったと考える。天

井部は残っていなかった。上半部は窯体内に崩落 した天丼が残 っていた。下半部は近現代に掘削され

ており、掘 り起 こした上を下方の物原に向かって廃棄 した跡を確認 した。窯体の長さは、斜距離で11

m、 幅は2mで ある。床面の角度は、焚口と想定する部分は緩 く、煙出し付近に向かって急になると

いう形状であるため、厳密に言 うと地点ごとに異なるが、全体のおおよその角度は22度である。出土

遺物を見ると、平安時代後半から鎌倉時代の初頭 (12世紀後半か ら13世紀初頭)と推測されている資

料と類似する。

∞
〇
・り
３ヽ

ｎ
／

Ｗ
よ
く―＼

〆
一ヽ

、
　
々
Ａ
＼

一
　

テヽ

ゝ
′

ふ

４
／
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第 3章 調査の概要

ＣＥ
い
０
∞

F

1 黒灰色腐食土

2 灰黄色砂質土

3 暗灰色砂質土

4 黒色炭層

5 灰黄色砂質土

6 燈色砂質土

7 暗青灰色砂質土

8 暗燈色砂質土

9 淡灰黄色砂質土

10 褐責色砂質土

11 黒色炭層

12 黄灰色砂質土

13 灰黄褐色砂質土

14 嗜灰褐色砂質土

15 嗜灰色砂質土

16 燈色砂質土

17 黒灰色砂質土

18 黒色炭層

19 嗜灰色砂質土

20 黄色砂質土

21 黒色炭層

22 暗燈色砂質土

23 黄色砂質土

※地山流土

※現代撹乱

※現代撹乱

※現代撹乱

※焼土塊、青灰色窯壁含

※崩落 した窯壁

※焼土塊、青灰色窯壁含

※焼土塊、青灰色窯壁含

※大 きな石、遺物大量含

※炭多量含

※焼土多量含

※灰原、遺物大量含

※遺物多量含

※焼土多量含

※地山を利用 した盛土

第 8図  2号窯② (1/80)
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第 2節 遺構・遺物

7

第 9図  2号窯 表土出土遺物① (1/4)

この窯で見つかった窯壁は、後の時代の備前焼窯跡で見つかる窯壁とは異なり、表面が溶けてツヤ

があるものは少ない。内面に植物による筋状の痕跡を残すものもわずかである。調査中に見つかった

際に取 り上げようとしても、崩れて取 り上げることができないことが多かった。床面を観察すると、

部分的に上を貼った様子は確認できたが、面として床面を張 り直 した痕は確認できなかった。焚口付

近から物原周辺を断ち割 ってみたが、床面を張り直 した痕跡はなかった。物原の炭層は、焚口か ら下

方に向かって3.6mの範囲に広がっており、厚いところで30cmの 堆積である。流れてしまった部分 も

多 く、どれほど当時の量を反映 しているかわからないが、他の窯と比べて炭が多いという印象は受け

なかった。こうした観察結果から、この窯の使用期間はそれほど長 くない印象を持ったが、具体的な

使用年数を想定することは難 しい。

焚回のす ぐ下は、西側からのびる谷筋である。この谷筋は、雨天の日には水が流れる。 2号窯のす

ぐ横で検出した溝は、 2号窯の焚国の下まで巻き込むような形で掘削されており、溝の下方は盛 り土

によって高まりが作 られていた。あえて水の通り道のす ぐ上に窯を築き、窯の両側から焚日の下に向

かって水を誘導 し、水を貯めるような工夫が してある印象を受けた。

窯体を検出しているとき、表土中で20～ 35が見つかった。32は 2009年に行われた分布調査時の表採

資料である。23～ 29は鉢である。伊部周辺の谷で生産された鉢に条線が入るようになるのは鎌倉時代

以後である。 2号窯で見つかった資料には、条線が入 ったものはなかった。そのため、今回の報告で

は「鉢」と呼ぶことにする。21は他 と焼成の雰囲気が異なり、類似 した形のものが無い。土師器か。

22は壺の底部である。色調は浅黄橙色で軟質である。23は 口縁部外面に自然釉が付着する。自然釉が

付着 していないところとの境が明瞭であることから、この時期からすでに鉢 も重ねて焼いていたこと

がわかる。注ぎ回の脇に明瞭に指の痕が残る。26の 内面、底部付近にはろくろ目の上に不定方向のナ

デの痕がある。27も 内面、底部付近と胴部に不定方向のナデの痕がある。外面にはろくろ目が乱れた

ところがある。ろくろで成形 した後、形を整えるために外側か ら手をあて、内側からなでて形を整え

たのではないか。29は 2号窯で検出した破片と、溝で検出 した破片が接合 した。30・ 31・ 34は平瓦、

31～ 33は軒平瓦、35は 丸瓦である。30の凸面は粗い平行タタキの工具痕が観察できる。部分的にナデ

が行われ、タタキの痕が消えている。凸形に沿って、 5 mmほ どの紐の痕が観察できる。凹面には多数

の指痕が残る。31の 凸面 も平行タタキの工具痕が残るが、30と 比べると整然 としていて、緻密な印象

を受ける。32の 瓦当文は均整唐草文である。簡略化が進んでいるが、いわゆる平城宮6663系の軒平瓦

である。文様の一部がつぶれている。瓦当の上面と下面は横方向に削られている。33は細片であるが、

おそらく32と 同様の文様を持つ軒平瓦の一部である。34は 穿孔の痕がある。35の端部の角は、丁寧に

面取 りがされている。
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第10図 -2号窯 表土出土遺物② (1/4)
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第11図  2号窯 表土出土遺物⑥ (-1/6)
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第 3章 調査の概要
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第12図  2号窯 焚日付近埋土出土遺物① (1/4)

36～ 72は、焚口付近を掘 り下げている際に埋上の中から見つかった。38は 吉備系土師器椀である。

13世紀前半の資料であると福田正継氏から教示を得た。39は 口縁部外面のみ赤褐色である。40は 内面

にろくろ目とは異なる筋状の痕がある。ろくろを引いたときに繊維を巻き込んだ痕か。41は胎上が精

緻で、非常に薄いつくりである。42は内面に渦巻状の線が入る。43は 湾曲 し、裏面には規則正 しい筋

が入る。容器の一部が破損 したものではないか。44は三の肩部の破片である。一本の粘土紐を二つ折

にして作 った耳が付いていた。45・ 46は 外面に細い線刻が施される。何かの絵のようだが、全体像は

不明である。47は 縦に細長い容器である。経筒容器の可能性がある。底部内面には、回転させながら

指で押さえた痕がある。外面はヘラ状工具を縦方向に動かして仕上げられている。48～ 54は甕の回縁

部である。53は 口縁端部に沈線が入る。焼成は瓦質のようであり、胎土 も他と異なる。この窯の生産

品ではなく、道具として使用 していたものか。55は小形の壺の口縁部である。端部は丸 くおさめて玉

縁状になる。内外面自然釉が付着する。胎土は精緻である。58は壺の底部である。平底で中央部分が

やや上げ底状になる。内面には、指の押圧痕が残る。焼成はあまく、軟質である。59の 内面底部付近

と口縁部付近には、ろくろ目の上に不定方向のナデの痕がある。ろくろで成形 した後、形を整えた痕

である。注ぎ国の横には、指で押さえた痕が明瞭に残る。60は 口縁部付近に l cm大の石が入っていた。

64は 非常に薄 く、小形の鉢である。注ぎ口が約半分残る。65は瓦質土器の鉢である。内面にハケの痕

が残る。後の時代の混入品である。

＼鼎
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第13図  2号窯 焚日付近埋土出土遺物② (1/4)
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第1.4図  2号窯 焚口付近規土出―土遺物③ (1/6)

鮎

て

ハ

劇握鵜

72
0     10cm

一

-20-



錫
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ジ

ー
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0                10cm

第15図  2号窯 窯体内埋土出土遺物① (1/4)

66～ 68は瓦当部分の破片である。小片のため不確かであるが、32と 同じ文様である。66は 凸面に格

子状のタタキエ具痕が残る。69の 凸面に残るタタキエ具痕は格子状であるが、66よ り格子の形が細長

い。穿孔されていた。70～ 72は丸瓦の破片である。

73～ 86は窯体内を掘削 しているとき、埋土中から見つかった。75は窯の上端付近を掘削 している際

に、ほぼ完形の状態で見つかった。76は 瓦質土器の鉢である。混入品である。82は 窯体中央よりやや

上の地点で見つかった。ほぼ全体が復元できた。焼成があまく、瓦質のような雰囲気である。83の 外

面にはろくろ回転の痕があるが、底部径の中央と回転の中心の位置がずれていた。

鶴

７５
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第 3章 調査の概要

第16図  2号窯 窯体内埋土出土遺物② (1/6)

84～86は丸瓦の破片である。他の遺跡で見つかる丸瓦にくらべて、厚い印象を受けた。いずれも端

部の角は面取 りがされている。

87～ 107は窯の床面、または作業面と想定 した面で見つかった遺物である。88は 窯の上方で見つかっ

た。焼きがあまく、軟質である。窯と溝が接するところ、石がまとまった状態で見つかった。その石

と一緒に89を検出した。甕の口縁部で、端部を若干折 り曲げる。91は他と焼成や胎上の雰囲気が異な

る。93は窯体内中央やや上、向かって右寄 りのところで見つかった。壼の回縁か ら肩にかけての部分

である。95は全体がにぶい橙色であるが、口縁部のみ黒色である。96は窯体中央やや下、向かって左

側の壁と床の境付近でつぶれた状態で見つかったが、ほぼ完形に復元できた。焼成はあまく、軟質で

ある。土師器のような雰囲気である。 100は窯の上方、向かって右側のところ、床面直上で検出した。

す ぐ横で101～ 106が見つかったが、いずれも焼きがあまく、軟質である。

碑
肺

＝

エ
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第18図  2号窯 床面出土遺物② (1/4・ 1/6)

101～ 106は窯の上方、焚口から向かって右寄 りの地点で検出した。 6枚重なった状態で、甕の破片

の上に置かれていた。101が一番上、そして番号順に重なり106が一番下である。窯詰めされて、その

ままの状態で取り残された印象である。 1071ま 焚口よりやや上、窯の外で見つかった。凸面は格子状

のタタキエ具痕が残る。顎の部分は縦方向に削って成形 しているため、 タタキエ具痕は消えている。
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第20図  2号窯物原 表土出土遺物② (1/6)

108～ 127は 、物原を検出 している際に表土中で見つかった。108は壺の頸部である。胴部 との接続

部がかなり厚 くなる。109は 、回縁部を短 く立ち上げる小形の壷である。110は 口縁部が内側にかるく

巻き込まれた形状になる。おそらく椀であると考えるが、他に同 じ形のものが無いため、他の器種の

可能性 もある。113は糸切 りをした底が二重になる。成形後ろくろから切 り離 したとき、底に穴があ

いたのではないか。そのため、先に切ったすぐ下でもう一度糸切 りを行い、底の穴を塞いだのだろう。

他の椀とくらべて、糸切 り痕の間隔が広い。119は糸切 り後、断面三角形の高台が貼 り付けてある。

120は蓋の破片である。中央付近に線刻がされていたようだ。端部はヘラ状工具で丁寧に面取 りを し

て仕上げる。経筒容器の蓋か。 121は 壺の耳の破片である。胎土は精緻で、ヘラ状工具で丁寧に仕上

げた痕跡がある。 122は 粘土紐をねじって成形 したものである。裏面には本の板でナデを行 った痕が

ある。装飾として貼 り付けられたが、破損 して剥がれたものか。123はかなり細い格子状のタタキエ

具痕が凸面に残る。124は 凸面と側面に「 ×」印がある。125～ 127は軒平瓦の破片である。

128～ 194は物原の埋土を掘削 している際に検出した。128は大形の壺である。外面は横方向のナデ

で仕上げる。甕と比べると丁寧に仕上げられた印象を受ける。内面には粘土紐の痕跡が明瞭に残る。

129～ 140は甕の破片である。外面が平行のタタキエ具痕が明瞭に残るものと、木の板でなでて仕上げ

たものがある。底は丸底と平底の中間的な形態である。
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第21図  2号窯物原 埋土出土遺物① (1/4)
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0                   10cm

2号窯物原 埋土出土遺物② (1/4)第22図
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第23図  2号窯物原 埋土出土遺物③ (1/4)
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第24図  2号窯物原 埋土出土遺物④ (1/4)

142は外面をカキロで仕上げる。145は 図面上の上端に付着物がある。上下が反対の可能性 もある。

146の胎土は非常に精緻である。149は復元 した径と器壁の厚みから小皿に高台が付いたものと考えた。

155の 底部は糸切 りではなく、板おこしである。板おこしの資料は、他には無い。166は底部内面に

「 ×」、高台内に「一」、 168と 169は高台内に「大」という線刻がある。1701ま高台内に稲のような絵が

線刻で描かれている。
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第25図  2号窯物原 埋土出土遺物⑤ (1/4)
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0         10cm

第26図  2号窯物原 埋土出土遺物⑥ (1/4)

172は焼きがあまく、軟質である。胎土中に2～ 3 mmの 石を多 く含む。173は内外面ともに、 しっか

り自然釉がかかる。内面の自然釉の色は明るいオ リーブ色であるのに対 し、外面は黒みがかかったオ

リーブ色である。175は 口縁部内面に溶着物がある。重ね焼きの痕である。177は底部内面に小さな円

形のものが置かれていた痕がある。 178～ 181は蓋である。経筒容器の蓋か。178は 上面にヘラ状工具

による「 V」 字上の切 り込みが入る。中央部分には細い棒状のものが付いていた痕跡がある。端部や

裏面端部付近、そしてかえりはヘラで面取 りをするように丁寧に仕上げる。中央付近、断面に葉っぱ

の痕が付いていた。 179は上面の端部周辺に線刻をめぐらせる。内側に入 り、一段高 くした部分にも

同様の線刻が入る。 180は端部をヘラで面取 りをするように仕上げる。かえりの部分は指でつまんで

形を整えた痕が残る。181は 中央に棒状のものが付いていた痕跡がある。中央から放射状に線刻が入

る。 182は細長い容器の底部である。経筒容器か。底部から立ち上がりの部分が非常に厚い。底面に

は籾痕が複数残る。 1841ま壺などに取 りつける耳の破片である。44と 類似する。185は注目部の破片で

ある。平坦面はヘラで平滑にし、角は面取 りを行 う。丁寧につ くられた印象を受ける。 186は線刻に

よる装飾の一部ではないか。ヘラで丁寧に仕上げた痕跡が残る。 187・ 188は外面をナデで平滑に仕上

げた後、線刻で絵が描かれている。全体像がわからないため、描いたものについては不明である。189

は凸面に平行タタキの工具痕が残る平瓦である。凸面の中央付近、下端中央、側辺中央に「 ×」印が

刻まれている。190も 189と 同様に凸面に平行タタキの工具痕が残 り、下端と上端の角に「 ×」印が刻

まれている。191は凸面に指の痕が明瞭に残る。192の凸面には正方形に近い格子状のタタキエ具痕が

残る。193・ 194は軒平瓦の破片である。193は凸面、凹面ともに溶着物がある。重ね焼きをした痕か。
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第27図  2号窯物原 埋土出土遺物② (1/401/6)
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第28図  2号窯物原 埋土出土遺物③ (1/6)

―-34-―

0            10cm

―



1 黒灰色腐食土

2 灰黄色砂質土  ※地山流土

3 暗灰色砂質土  ※現代撹乱

4 嗜褐色砂質土  ※薄埋土

5 嗜灰褐色砂質土 ※現代撹乱

第 2節 遺構・遺物
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196

第29図 溝 (1/80)。 出土遺物① (1/4)

3 溝 (第 2・ 29～ 38図、図版 3～ 28)

2号窯の lm東の位置で検出した。調査開始当初は、窯が 2本隣接 していたのではないかと想定 し

ていたが、被熱 した痕跡は確認できず、 2号窯に平行する形で掘削された溝だとわかった。溝のはじ

まりや上半分の様子は、調査をしていないため不明である。調査をした地点 も、近現代に掘削を受け

ていた。残存部から判断すると、幅は80cm、 深さ40cm程度の溝である。

隣接する2号窯の位置で見ると、下約1/3付近でこの溝は大きく開 く。その一部を2号窯の焚口下

に向かって導 くように掘削 していた。

出土遺物の特徴 も2号窯で見つかったものと共通 していることから、 2号窯の築窯に伴い掘削され

た溝と判断 した。

195～ 2671ま埋土掘削中に見つかった遺物である。 195は 蓋である。端部はヘラで面取 りをするよう

に仕上げる。かえりの部分は指でつまんで形を整えた痕 と、縦方向にヘラで削った痕がのこる。180

と類似する。経筒容器の蓋か。196は 外面をナデで平滑に仕上げた後、線刻で絵が描かれている。187・

188と 同じ文様である。同一個体の可能性 もある。187の外面には指の痕が明瞭に残 り、ろくる目が乱

れたところがある。
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第30図 溝 出土遺物② (1/4)

199、 203、 206の 内外面は淡い灰色であるが、口縁部外面のみ濃い灰色に変色 している。重ね焼 き

をした痕跡である。 これらに対 し、199は 全体が黒に近い濃い灰色で、回縁部のみ薄 く自然釉が付着

して青灰色になっている。2041ま外面が黒に近い灰色、内面は灰白色であり、外と内が全 く異なる色

調である。今回見つかった椀の中では高さが低 く、浅い印象受ける。底部糸切 り部分の段 も不明瞭で

ある。新 しい時期の傾向が見受けられる個体である。200は焼きがあまく、軟質である。外面 は黒褐

色、内面は浅黄橙色である。外面底部付近にろくろ目とは異なる筋状の痕がある。205も 軟質である

が、 こちらは内外面 ともに灰白色で土師器のようである。206の外面には、焼成中に石がはじけた痕

が 2箇所観察できる。207は幅の広いしっかりとした高台を付す。208は 焼きがあまく、軟質である。

胎土 も荒いため、瓦質のような印象受ける。209も 軟質であるが、断面が灰白色で外面が黒に近い濃

い色であるため、より瓦質土器に近い雰囲気である。210は小形の鉢である。注ぎ口付近の破片であ

るが、内面に、ほぼ同 じ大きさ、厚さの破片が付着 していた。重ね焼きをしたようだ。外面の注ぎ口

をつ くるために指で押さえた部分とろくろ目のくばんだところにはきらきらと光る灰色の付着物があ

る。215は ろくろ目の中に葉っぱの葉脈の痕が見える。葉 っぱが入ったままの粘土をろくろでひいて

鉢を成形 し、成形後、葉 っぱに気づき取 り除いたのではないか。
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第33図 溝 出土遺物⑤ (1/4)

227は鉢の底部である。外面底部付近には、ろくろ目の上に粘上が被さるように付着していた。ろ

くろ目と異なる筋状の痕も観察できる。2301ま軟質で、全体の色調は灰白色である。内外面にハケ調

整の痕跡が明瞭に残る。231は 回縁部上面と肩部に自然釉がやや厚く付着する。232は耳が取れた痕が

ある。235と 236は他の壺とは異なり、器壁が薄く、広く上方へ開いた形状になる。241は焼きがあま

く、軟質である。瓦質土器のような雰囲気である。242は 口縁部に穿孔する。孔から口縁部にかけて

ひびが入っていた。243の底面は、籾痕が複数箇所に残る。

ア
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溝 出土遺物⑥ (1/4)
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第35図 溝 出土遺物② (1/4・ 1/6)

246の外面肩部には線刻がある。文字のようだが、何 と書かれていたかは分からなかった。内面頸

部から肩部かけて横方向のハケ調整が行われているが、その中に一部 タタキエ具の痕が残る。247は

内面にタタキエ具の痕が明瞭に残る。外面は板状工具のナデにより平滑に仕上げられている。251～

259は軒平瓦の破片である。257の 凸面には格子状のタタキエ具痕が残るが、顎を成形する際の縦方向

のケズリとユビオサエのため不明瞭である。瓦当面にはつやがある。
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第37図 溝 出土遺物⑨ (1/6)

260～262は凸面に平行のクタキエ具痕が残る平瓦である。非常に厚 く、同時代の通常見かける瓦と

比べて 2倍 くらいの厚さがある。凸面には「 X」 印があるが、それぞれ位置や数が違う。凹面、凸面

ともに指の痕が複数残っていた。263の 凸面には格子状のタタキエ具痕が残る。
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第38図 溝 出土遺物⑩ (1/6)

264は細長い格子状のタタキエ具痕が残る平瓦である。穿孔されていた。265～ 267は丸瓦の破片で

ある。凹面は布目とともにしわが寄ったような痕が観察できるが、凸面はナデによって平滑に仕上げ

られていた。端部の角は面取 りがされている。
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第 4章 まとめ

第 1節 発掘調査成果

2つ の窯跡の発掘調査を行った。それぞれ概要をまとめるとつぎのとおりである。

1号窯

規模  ・長さ 14m
。幅  1.6m

・角度  28度

遺物  ・壷、餐、悟鉢、炭化材

今回の調査で確認できたのは、この 3器種のみである。備前焼特有の赤褐色のものと、須恵器の雰

囲気が残る灰色のものがある。分析 した炭化材の樹種は、すべてアカマツであった。

時期  。形に基づ く分類   ШB(14世紀前半)

・ 放射性炭素年代測定 1290～ 14里 0、 1260～ 1320、 1350～ 1390

2号窯

規模  。長さ 1lm

・幅  2.Om

・角度  22度

遺物  ・椀、小皿、壺、甕、鉢、蓋、平瓦、軒平瓦、丸瓦、炭化材

このほかには、経筒容器の可能性があるもの、装飾の一部などがある。軒丸瓦は見つかっていない。

軒平瓦の瓦当文は平城宮6663系である。平瓦は同時代のものと比較すると、厚さが 2倍 ほどある。焚

口で吉備系土師器椀を検出した。須恵器の流れをくむ灰色のものが多数を占める。焼きがあまく、土

師質や瓦質に近いものも多い。分析 した13点 の炭化材のうち、12点はマツ、 1点 はクヌギまたはアベ

マキであった。

・椀の計測値平均

口径 15.2cm(最対ヽ13 8cll、 最大16 2cm)底径 6 cm(最小4 6cm、 最大7.2cm)器 高 5。 3cm(最小4.5cm、 最大6.6cm)

消費地遺跡で見つかった椀の計測平均値は次のとおりである (石井ほか 2004)。

12世紀後半 口径15.9cm(最 月ヽ15.lclll、 最大17 6cm)器高5.3om(最小5 1cm、 最大5 5cm)

12世紀後半～13世紀前半 口径14.9cm(最刀ヽ135側、最大16.5硼)器 高4.8cm(最」ヽ4.4硼、最大54硼 )

13世紀 前 半  口径 14.8cm(最 刀ヽ13,7卿、最大 15.9硼)器 高 4.5cm(最小40m、 最大51伽 )

・小皿の計測値平均

口径 8.8cm(最小 7 cm、 最大10cm)底径 4.5cm(最小3,3cm、 最大5 3cn)器 高 2.2cm(最小1 6cm、 最大3 cm)

時期  ・ 形に基づ く分類  IB(12世 紀後半～13世紀前半 )

・ 吉備系土師器椀 13世紀前半

・ 放射性炭素年代測定 1036～1183(95.4%)
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第39図 坊が谷窯址 出土遺物 (1/8)(間壁1966。 1984)

ここで報告 した窯は、おそらく、これまで「坊が谷窯址」として知 られてきた窯である。間壁氏が

「坊が谷窯址」の資料 として報告 したものの中に、今回の調査で見つかった遺物と良 く似たものがあ

る (間壁1966。 1984)。

187、 188、 196は 甕の肩部から胴部にかけての破片である。外面をなでて平滑に仕上げた後、蕨手

文に似た文様が線刻で描かれていた。植物の絵のような印象を受けるが、ごく一部の破片 しか見つかっ

ていなため、全体像は不明である。良 く似た文様が描かれた甕の肩部の破片を間壁氏は紹介 している。

178は上面に放射状の刻みが入った蓋である。間壁氏の報告でも同様の蓋が紹介されており、「ヘラ削

りで、上面と裏の突出部まで整形されている。上面にはまるで丸のみ状の工具で彫り削ったような放

射状の凹凸が付けられて、 これも全体に堅 くシャープな作 りである。」 と説明されていた。 この記述

は178に ついてもあてはまり、破片の形状を見ると接合する可能性がある。32は軒平瓦の破片である。

均整唐草文の中央部分である。他にも軒平瓦の破片が見つかっているが、全体像が分かるものは無かっ

た。間壁氏が報告 している資料は、ほぼ完形である。瓦当文は、「二重の外圏の中に細い退化 した均

整唐草文」である。32を含めて、今回見つかった資料は、この瓦当文の一部である可能性が高い。同

じ瓦当文を持つ瓦は、今まで報告されている資料を見る限り、他の窯跡では見つかっていない。

「坊が谷窯址」の位置については、「医王山の麓にあり、異なる時期の窯が相接 していたらしく、

灰原には明らかにやや降る時期のものも認められる。 (中略)な お、 この東北方にも窯址があり、東

南には西大窯址がある」と報告されている。今回調査 した窯跡の北東には、室町時代の窯跡が 4基存

在する。位置についての説明も矛盾が無いことから、同じ窯跡と判断 した。
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第40図  医王山東麓窯跡群 周辺地形測量 (1/2,000)
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第41図 発掘調査をした窯跡の大きさ (石井2007を もとに米井里佳作成)

1号窯では、壷、甕、播鉢以外の器種は見つからなかった。ⅢBに は集落遺跡での備前焼出土量が

急増する (重根2010)。 当時の需要にあわせて生産を拡大するなかで、効率化が図られたのではないか。

2号窯では多様な器種が見つかり、同じ器種の中でも形にばらつきがあった。また、瓦も生産して

いたようだ。瓦の生産は、この時期の伊部周辺の窯の特徴である。今回見つかった瓦の供給先が分か

れば、備前焼の起源や、やきもの生産に対する当時の管理体制などを考える上で大切な材料を得るこ

とになる。瓦当文は簡略化しながらも保守的な文様を使用し、平瓦は他に類を見ないほど厚い。消費

地遺跡で見つかれば目立つと思うが、現状では確認できていない。同時期の窯である大明神窯址で見

つかった瓦は、まったく同じものが熊山山上で見つかっている (間壁1966)。 椀については報告例が

多数確認できるが、旧国の備前以外で見つかることは稀である (重根2010)。 平安時代末から鎌倉時

代前半に伊部に築かれた窯は、おもに生産地周辺の需要を満たすための窯だったのではないか。

備前市伊部周辺で、やきもの生産が継続的に営まれるようになるのは、平安時代の終わりごろ、12

世紀後半である。平安時代から鎌倉時代の間は、窯の長さは10m前後である。南北朝時代、14世紀に

なると生産量の増加にともない窯が大きくなり、室町時代後半から安土・桃山時代には40mを超える

巨大な窯が出現する。ただし、安土 。桃山時代にも小形の窯は存在する。急ぎの仕事、大きな窯で焼

成しないほうが良いものなど、特別な注文に対応する必要があったのかもしれない。江戸時代初頭に

は50mを超える窯も出現するが、そのすぐ近くにはやや規模の小さい14mの窯が築かれていた。

1号窯の時期は南北朝時代である。生産の拡大にともないこれから窯が大形化していく、という時

期の窯にあたる。 2号窯は平安時代後半から鎌倉時代はじめ頃、伊部でやきもの生産がはじまる頃の

窯である。備前焼の歴史がまさに今はじ.ま るという時期と、す地方の「やきもの」から広域に流通す

る「備前のやきもの」へと変化を遂げつつある時期の窯を今回は調査した。 (重根)
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第42図 備前焼出土遺跡 (重根2010)
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第 4章 まとめ

第 2節 製作技術からみた「椀」の検証

1 研究方法・ 目的

2号窯ではたくさんの椀が見つかり、そのほとんどは IBの ものだった。備前焼の椀は備前焼が誕

生 した12世紀後半から作 られ、徐々に形を変えながら生産されていたが14世紀に入るとその生産はほ

ぼ終了 した。

備前焼の椀のルーッは須恵器とされ、平安時代、鎌倉時代と時を経るにしたがって丁寧な作 りから

粗略なものに変化 しているように見える。この変化について、平安時代末 (IB)と鎌倉時代 (Ⅱ A)

の椀を実際に製作 し、比較・検証 していく。

IB(平安時代末):見込みの中心の窪みから立ち上がりまで緩やかな傾斜

立ち上がりから口縁部まで細かいろくろ目

底部には糸切 り痕、糸切 りをしたす ぐ上に段が付 く    IB(本 報告201)

ⅡA(鎌 倉 時 代):見込みの中心の窪みが深 く、窪みから立ち上がりまで横に広い

立ち上がりから口縁部まで緩やかなろくろ目

底部には糸切 り痕、糸切 りをしたすぐ上に段が無い

器高が低 くなる ⅡA(百間川兼基遺跡3)

第43図 椀 (1/6)

2 製作実験

(i)手回しろくろ

椀を見ると、規則的なろくろ目が付いている事から、当時はろくろの遠心力と水を使用 して製作 し

ていたと思われる。現在、この方法は「水挽き」という。今回はろくろを使用 して検証 していきたい。

ろくろに関 しては、当時のろくろ精度が分からないため、回り難いものから検証を始めた。

ベアリングを使用 していない直径20cmの 手回しろくろを利用 して製作 したところ、土が伸びにくく、

ろくろ目が不規則になった。そのため、ベアリングを使用 した直径22cmの 手回 しろくろに変更 した。

ろくろ目は規則的になったが、一方の手でろくろを回 しながら、 もう一方の手で製作すると、当時の

薄さを出すのは難 しかった。

ベアリング無             ベアリング石

写真 1 手回 しろくろによる製作

この結果より、当時は今回使用 した手回 しろくろよりも大 きな力で回転するろくろ、例えば両手を使

用 しなが らも動力を伝えられる蹴ろくろ、大 きな遠心力の手回 しろくろなどを使用 していたと想定され

る。よって、当時 とは異なるが、大 きな動力 ということで電動 ろくろを使用 して検証することにした。

ベア リング無 ング有
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①

(� )動力を利用 したろくろ

人頭台の土を円錐形に立ち上げ、

上部の少 し下を窪ませ、椀をつ く

る粘上の量を決める (粘土量で椀

の大きさが大体決まるので量が揃

えれば大きさも揃う)

玉の中心に穴を開け広げて底部を

つ くる

③ 左右の指で挟み高台脇から口縁部

まで挽き上げ、形を整える

④ 口縁部をなめし皮で整える (当時

は指の付け根か皮、布、何で整え

たか分からない)

⑤ 内側の底を外 (手前)か ら中へ押

さえる

⑥ 切り離す場所の目印をつける

第 2節 製作技術からみた「椀」の検証

指でくびれを作り下に線      ぎりぎりの所に線

写真 2 動力を利用 したろくろによる製作
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②

斜め上横に広げる 斜め横に広げる

指先で挟む 指の腹で挟む

中心まで押える 途中まで押える
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⑦ 目印を基準にしっぴき (l mmの 糸)

を使用 し、ろくろを回転させなが

ら切 り離す

③ 高台のすぐ脇 (底に近い所)を ピー

スにした4本の指で挟んで持ち上

げ、椀を取り上げる

③ 完成

(� )糸切 り

写真 3 切 り離 しの様子

しっぴきという糸の片側に持ち手の付いたものを使用 し、ろくろを回転させながら一方向から糸を

入れ、持ち手のない方の糸を離 し、一周 したところで水平に引き抜き粘土を切り離す。その時に使用

する糸の種類を0.51nlnの 糸、 l malの 糸、藁、真を維ったもの (約 1.5mm)の 4種類で検証 した。

ゆっくり引き始めて早く抜く (Ⅱ A)

写真 4 糸切 り痕

141mの 糸での糸切りが一番当時のものに近かった。藁は不規則な線になり、経っても実際のものより

は太い線、深い凹凸になった。当時は藁よりも何等かの動物の毛を経って使用 していた可能性が高い。

糸を引き始める時のタイミングをろくろの回転に対 してゆっくり引く、普通に引く、早 く引く、一

周 し終わる前に引く、の4つで検証 した。

ゆっくり引くと渦の中心が少 し内側に入る。普通に引くと渦の中心が端にくる。早 く引くと渦の中

心が端で切れる。一周 し終わる前に引くと渦の中心が切れず切 り離せない。

この引き抜 く時のスピー ドでゆっくりだと正円、早いと楕円になった。

(�)い るいろな糸切 り痕

今回の調査で見つかったいろいろな糸切 り痕について紹介 したい。

113

糸切 りをした位置が上過ぎ、底に穴が空いたものに底となる土を貼 り付けてそのまま焼成 したもの

である。糸切 りのパターンが違うので後から貼 り付けたのかもしれない。

l mmの糸での糸切 り 普通のスピー ド (201)
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113                                   160                        162

写真 5 いろいるな糸切 り痕

160

回転 と糸を引 くタイ ミングがバ ラバ ラになると、不規則な糸切 りになることもあるが、 この場合に

は軟 らかい糸切の痕ある土が張 り付いているように見える。

162

口径は他の椀と変わらないのに底径だけが極端に小さい (4.6cm)。 これは粘土の塊からものを作っ

ていく棒引き技法で、塊が小さくなった時に円錐形の径を小さく

し、作りやすい高さまで粘土を上げて作ったと考えられる。硬い

粘土を利用 している印象を持った。また、一度成形 した後に見込

みを押さえ直すという製作技法も関係 していると考えられる。

(v)椀を製作する時のポイント

椀は回径に対 して底部が小さく、器壁 も薄い。そのため、粘土

が軟 らかいと重力に負けてへたってしまう。そこで見込みの押さ

えが大事になる。口縁部までの形を作ってしまってから見込みを

押さえることで、へたることもなく、底 もきれいになる。内面を

見ると立ち上がりと底の所のろくろ目の違いが分かる。外面から

見ると腰の部分を外に押 し出しているのが見てとれる。

IB・ ⅡA共に糸切り痕のすぐ脇に4箇所指の痕が残っていた。

また、糸切りをする前に入れた日印の痕が残っていた。そのため、

両方ともに棒引きで製作されたと想定 した。

押さえた位置

写真 6 201

高台脇の指痕 (201)         糸切りの目印の痕 (HA)

写真 7 底面の指痕 と糸切 り目印痕

ろくる目の違い
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3  おわりに

この製作を通 して、 IBの椀 も一見粗略に見えるⅡAの椀 も大きな違いは無いということが分かっ

た。神経を使いながら指先で挽いていたものが指の腹でゆったりと挽いていたり、底の押さえを途中

で止めているものがあったりと多少の作 り方の変化はあったが大きな差ではなかった。当時は現在よ

く使われている粘土 (ひ よせ)と は異なり山粘土で製作 していた。粘 りの少ない山粘上であれだけの

薄さに挽き上げる技術はすごい。丁寧な作 りでなくなった=技術が落ちたわけではなく、粗略化 して

いく中でも押さえるべきポイントを押さえながら変化 していった当時の陶工さんの技術、時代の流れ

に伴 う注文要請の変化に適応する優れた能力を実感 した。

発掘調査で見つかった物は、形だけでなく、上のこと、窯のこと、焼成のこと、使用 していた道具、

時代背景、精神性…他にもいろいろなことを気付かせてくれる。この何世紀も前から存在する昔と今

を結びつけてくれるものたちにも感謝 し、大切にしていきたい。

最後になりましたが、製作にあたっては備前焼作家の平川忠先生から的確な指導をいただいた。文

末ではありますが、ここにお名前を記 してお礼申し上げます。 (赤井夕希子)
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戴
号

掲
番

測
号

実
番 遺構 地点  層 器種

計測値 (cm)

回径 底径 器 高

色調

然 断
胎土 焼 成

ろ
転

ろ

回 備考

1 8 1号 物原 埋土 悟鉢 289 総歓雫望揺   堅 口縁部と内面自然釉

2 1号 物原 表土 括鉢 総解看緊  堅

3 1号 物原 表土 悟鉢 30  131 鰍排略雹を  堅

4 21 1号 物原 埋土 層鉢 294    14 !器歓雫亀琶篭   堅 全体に歪みが著しい

5 9 1号 物原 表土 甕 鋸朋雫堅難 堅 肩部 自然和

6 1号 物原 埋土 甕 2血メ下白色粒   堅

7 7 1号 物 原 表土 甕 億】駕寵尉
立 堅

8 2 1号 物原 表土 甕 lan以 下白色泣    堅

9 1号 物原 表土 甕 25血 以下白色粒   堅 内面に円形 の工具痕

3 1号 窯体 床面 甕 ldd以 下白色粒   堅

1号 物原 表土 甕 ち器教雫電謎   堅

1 1号 焚 ロ 表土 賓 Imm以 下白色粒   堅
2nI以 下褐色粒

14 1号 物原 表土 賓 2aE以 下白色tl   堅

1号 物原 埋土 甕 堅
が
本
万
郷

外面自然釉

11 1号 物原 表土 士亜
j¶』名建猛 堅

12 1号 物原 表土 壷 inll以下白色粒   堅

1号 物原 表土 壺 2dH以 下白色粒   堅

1号 物原 埋土 一霊 2嶺Π以下白色粒    堅 肩部自然釉

4 1号 物原 表土 士璽 1511n以下白色Ft   堅 外面自然釉

41 2号 表土 甕 2nd以 下白色粒   堅

2号 表土 甕 倹亀ギ:光
8/3    灰N4/       優ぎチ姿3/1 訛歓雫亀謎   軟 土師器か

2号 表土 i器歓雫督霙   軟

2号 表土 鉢 堅嚇
帥
飩

口縁部外面 自然釉

土器 観察表

―-55-―



則 陸 地点  層 器種
計測値 (cl l)

日径 底径 器高

土器 観察表

色調

外

内面に指の跡

吉備系土師器椀

内面渦巻状のすじ
口縁部外面のみ

橙 5YR 6/6
赤褐 10R5/3

歪み

壺の耳か

胎土が非常に細かい

内面底、中心が出っ張っ
ている
外面底 灰黄 25Y6/2
内面底 灰 N6/

外面に線刻

外面に線刻

経筒容器か

内面指で押された跡

背灰 6B6/!      灰黄 25Y‐ /2     灰白 25Y T/, 2dta以 下白色粒   堅

241m以 下百明泣   堅

感 掲 ЮYR ν2  1BIC ЮYR蜘   禽 賊 襦鷲 絆
νl

2口m以下白色粒    堅

灰 5Y5れ    灰 575れ
   禽 &ミ常譜 25VR閉

211n以 下白色泣   堅

詈畿 撃
y  舶 25Y8/2   麒 6B5独

総解忌蟄   堅

鍬歓雫望を   軟

lB I以 下 白色位    堅

灰黄桐 ЮYR 6/2  演黄 25Y7/3   
浜ヾ ▼

橙 10YR 7/3
1口 ぼ以下白色泣   堅

キ 疫ミ そ/8/1   灰白 25CY 3/1    1優
ヽそ,YO/1

inn以 下白色l■    堅

211n以 下白色泣   軟

辮按雫離を   軟

灰偶 75YR 4/2  倣 ЮYR И   衡 径魏

0渦
〔軌

lmmメ 下白色紅   堅

1飩以下白色粒   堅

1■ ■以下白色粒   軟
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土器 観察表

載
号

掲
番

測
号

実
番 遺構 地点  層 器種

計測値 (cm)

日径 底径 8
色調

外       内       断
胎土    焼成

ろ
転

ろ

回 備考

2号 焚口 埋土 甕
Ｎ７
燈 :器繊雫鍵を   堅 歪みが著 しい

2号 焚日 埋土 一璽 嚇 Y∽   帝曽ス塩弄
増 3 ７

ν
inn以 下白色粒   堅

2号 焚 日 埋土 i協歓雫奮雹t   堅

2号 焚国 埋土 一車 211n以 下白色粒   堅

2号 焚 回 埋 土 一霊 17 褐灰 ЮYR 5れ   明掲灰 76VR T/1  
籍 そ辞 う↑

2�以下白色Ij   軟 外面底 灰白 25Y8/1

11 2号 焚 口 哩土 鉢 灰N5/      灰NS/      た生「系暦夕詩晋:究
lm以下白明粒   堅

2号 焚 日 埋土 鉢 鴛籐替雛   堅
外面・ 内面に石はぜ

多数あり

50 2号 焚口 埋土 鉢 lEE以 下白色泣   堅

15 2号 焚 回 埋 土 鉢 灰 Nν    tt N財    禽 ぽ 、始 25YR 5μ 総按雫鍵を   堅
口縁部外面のみ

灰 N4/

2号 焚 回 埋土 鉢 堅範囃恥感囃

日縁部石はぜ
口縁部と体部で胎土が異
なる

2号 焚回 埋土 鉢 把協雫看召選  堅

2号 焚 口 埋土 鉢 総松雫醒難 軟 右 瓦質

73 9 2号 窯体 埋土 椀 lldII以 下白色泣    堅
口縁部のみ
灰 N4/

74 21 2号 窯体 埋土 椀 ldm以 下白色粒  堅 高台付

6 2号 窯体 埋土 /1ヽ 皿 88   4  25 lnd以下白色粒  堅 石

2号 窯体 埋土 鉢 灰N4/      灰N5/      疫ミ鶴ア
/

報歓雫鍵篭   軟
瓦質

内面に細かい窪みが

多い

77 2号 窯体 埋土 鉢
ν

‐ＯＲ 総歓雫督雹篭   堅
口縁部外面のみ

暗灰 N3/

2号 窯体 埋土 鉢 ldu以 下白色泣    堅

2号 窯体 埋土 鉢 2Em以下白色拉   軟

2号 窯体 埋土 鉢
骸

瀬

Ｎ

中

吹

』 i鵠按雫督雹連   堅

2号 窯体 埋土 鉢 29 〔器按雫鑓恙   堅 右

2号 窯体 埋土 鉢 342 157 156 2�以下白色粒  軟 右

瓦質のよう
歪み

片口部と反対側の厚みが

違う

5 2号 窯体 埋土 甕 :崩鷲騒  堅 歪みが著 しい

2号 窯体 床面 鉢 352 ν鵜卿
山

2dd以下白こ泣    堅

2号 窯体 床面 鉢 賄 25Y ν 2  噸
"YVワ   覆醤ち 静 7沖 継雫羅難 堅 歪 み

2号 窯体 床面 甕 ldII以 下白色粒   堅
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載

号

掲

番

測

号

実

番 遺構 地点  層 器種
計測値 (cl l)

日径 底径 器高

色調

外 断
月台土 焼 成

ろ
転

ろ

回 備考

2号 窯体 床面 甕 2na以 下白色粒    堅

歪み

内面 自然釉

灰白 5Y7/2
石はぜ

9ユ 口〓 窯体 床面 一鍾 2dd以 下白色社    堅

2号 窯体 床面 士重 2■n以下白色粒    堅
内面自然釉
灰自 5Y8/2

2号 窯体 床面 一霊 総サ雫維逮    堅

2号 窯体 床面 一霊 い 減 橙 mYR 6ハ 灰 白 25Y ν 2  
馬睡 宴せ賂 酢 2

lan以 下白色粒    軟

2号 窯体 床面 椀 獄按雫亀謎    軟
口縁部のみ

灰 N4/

2号 窯体 床面 椀 15   5  5電 灰白 2SY νl   
獲曇遷 鶏 f守 8/4  灰白 25Y8か 総按罵望魅  軟 右

2号 窯体 床面 椀 lna以 下白色位    堅 右

2号 窯体 床面 椀 報歓雫曾鶴    堅

17 2号 窯体 床面 小皿 Ina以 下白色粒    堅 口縁端部自然釉

100 7 2号 窯体 床面 小皿
ν５Ｙ

／ 獄網昭ぎき意 軟 右

2号 窯体 床面 小皿 lm以下白色粒  軟 右
口縁部外面のみ
灰 5Y5/1

2号 窯体 床面 小皿 17 lm以下自色粒  軟 右
回縁部外面のみ

黄灰 25Y5/1

2号 窯体 床面 /1ヽ 皿 95  48   2 Imm以 下白色粒    軟 右
回縁部外面のみ

黄灰 25Y6/1

2号 窯体 床面 小皿 91  46  19 lmB以 下白色粒    軟 右
回縁部外面のみ

黄灰 25Y5/1

2号 窯体 床面 小皿
!協按雫亀黎    

軟 右
口縁部外面のみ
黄灰 25Y5/1

2号 窯体 床面 小皿 � 以下白色粒    軟 右

2号 物原 表土 一更 呻
５ＶＲ

ＰＢ
種

灰

よ
2un以 下白色粒    堅

外面自然釉
暗灰 N3/

109 2号 物原 表土 一更 にぷい黄褐 ЮYR ν8 灰費掲 OYR ν2 悟蚕鵠 上μ
1噸以下白色粒    堅

2号 物原 表土 椀 灰黄憎 10YR 72    灰黄褐 10YR 5/2    灰煮穏 10YR 5/2 lna以 下白色泣    堅

端部を内側に

折り曲げる
日縁部外面のみ
青灰 5B5/1

193 2号 物輝 表土 鉢 総繊穂雛  堅

4 2号 物原 表 土 椀 15血 以下白色粒   軟 右

2号 物原 表土 椀 1血以下白色粒    堅
lnd以 下褐色粒

右 底貼 り付け

土器 観察表
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土器 観察表

載

号

掲

番

測

号

実

番 遺構 地点  層 器種
計測値 (cm)

口径 底径 器高

色調

外       内       断
胎土 焼成

ろ
転

ろ
回 備考

114 3 2号 物原 表土 ′
Jヽ皿 99  44  27

i脇雫電跳    
軟 右 口縁部歪み

2 2号 物原 表土 /1ヽ皿 9  44  27 褒ミそ/7/1     灰白10VR 3/1    灰N5/ lddメ 下白色粒  堅 右 回縁部のみ 灰 N4/

2号 物原 表土 小皿 47 招籐亀欝    軟 右

1 2号 物原 表土 小皿 82  53  26 灰槽 75YR C/2     灰N6/        演黄橙 10V■ a/3
i器按雫哲雛    堅 右

2号 物原 表土 小皿 8  49  16 にお(い 橙 75YR 7/4  に●・・い黄橙 10YR ν3  終 否fド聟書 10YR 3/4
軟

頗
噺
断
麻

右

2号 物原 表土 椀 灰5Y И   購 6YR ν2  貧監、景品詭 5々
1血以下白色泣    堅 右 高台付

2号 物原 表土 蓋 堅
繊
硼
げ
似

経筒容器の蓋か
最大径 8 2cpl

240 2号 物原 表土 堅
床
灯
鰤
断

壺の耳か

自然釉

2号 物原 表土 ind以 下協EIt    堅

粘上をねじって紐状に
してある
裏面 木目痕

2号 物原 埋土 ２７ 肥 ЮYR ν2  般 橙 ЮVR ν3 盆 曝 送r解 それ :器秩〒麓奄    軟
粘土ひもの跡が明瞭に

残る

2号 物原 埋 土 甕 灰 NM   tt N γ    鰯 魃 冷5YR 72
2mm以 下白色粒    堅

2号 物原 埋土 甕 灰赤 ЮR4/2   褐灰 7SYR 6か
  禽 揚電溌ξ奮 上%6/e 報歓需兇母 堅 外面自然釉

2号 物原 埋土 甕 И
ψＯＶＲ

帥
lI」 a以 下白色粒    堅 外面自然釉

2号 物原 埋土 甕 灰Nげ    灰Nγ    騒むr45YR 72 lna以 下白色粒    堅

IIIE以 下黒色粒

口縁部内面と外面肩に

自然釉

2号 物原 埋土 甕 1 5ma以 下白色粒   堅

2号 物原 埋土 甕
И
”噸

ｍ
lEE以 下白色粒    堅

外面に叩き

内面になで
粘土ひも接合痕

2号 物原 埋土 甕 2HΠ 以下白色粒    堅

2号 物原 埋土 甕 2Ha以 下白色粒    堅

1■ 口以下黒色社

内面自然釉

2号 物原 埋土 甕 2nd以 下白色粒    堅
内面に粘土ひも積み上げ

痕明瞭に残る

178 2号 物原 埋土 甕 lnIJ以 下白色粒    堅

2号 物原 埋土 甕
嵯

Ｎ ａ
2na以 下白色粒    堅

2号 物原 埋土 甕 福灰 10Y■ 5/1   褐灰 10YR 6/1   
禽 揖懸 よ懸 ,←R6/0 ina以 下白色粒    堅

2号 物原 埋土 一霊 2nII以 下白色粒    堅
2血以下将色粒
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載
号

掲
番

測
号

冥
番 遺構 地点  層 器種

計測値 (cln)

回径 底径 器高

色調

外 内 断
月台土 焼成

ろ
転

ろ
回 備考

2号 物原 埋土 一望 ldII以下白色粒   堅
口縁部外面自然釉
灰褐 75YR 5/2

2号 物原 埋土 一霊 1 5mm以 下白tt■   堅

144 234 2号 物原 埋土 士軍 ldd必 下白色粒   堅 内面自然釉

2号 物原 埋土 壺か lnd以 下白色粒   堅 天地 も不明確

2号 物原 埋土 一璽 8 lEH以 下白色泣   堅

2号 物原 埋土 一更 lna以 下白色粒   軟

首の立ち上がりの所
粘土の継目あり
透明粒が多い

2号 物原 埋土 一望 医白 N7/ユ       灰 Ne/ ５Ｙ
甑

2an以 下白色粒   堅 外面 自然釉

2号 物原 埋土 小皿か 黄灰 25Y G/1      資灰 25Y5/J
々

ν 報俳藍琶を 堅 高台付

2号 物原 埋上 小皿 擬慢夕鶏χ
2  

姿蟹,ξl将髯毛/2  灰黄褐nYR ν2 総執穐説  堅 右 破片の色が全く違う

2号 物原 埋土 小皿 総按雫麗篭  堅 右

2号 物原 埋土 小皿 2 堅 右

2号 物原 埋土 小皿 黄灰 23Y S/1    黄灰 25V6/1    
特 長祭 i終 毛〃

1

報執雫羅戴  堅 右

216 2号 物原 埋土 小皿 7 総蟄雫督縄    堅 右 外面自然釉

2号 物原 埋土 小 皿 l皿以下白色粒   堅

内面に棄が

焼きついた跡
底部板おこし

2号 物原 埋土 椀 158  63  66 1皿以下白色粒   堅 右
回縁部外面のみ

黄灰 25Y6/1

2号 物原 埋土 椀 6 6 ln■ 以下白色粒   堅 右
口縁部外面のみ
灰 N6/

2号 物原 埋土 椀 lnd,下白色粒   堅 右

2号 物原 埋土 椀 155  61  56 ldo以 下白色社   堅 右 外面 自然和

2号 物原 埋土 椀 151   6  56 lna以 下白色粒   堅 右
口縁部外面のち
黄灰 25Y5/1

2号 物原 埋土 椀 156  62  57 lnd以下白色粒   軟
l�以下協色泣

右

2号 物原 埋土 椀 141  46   5 �以下白色粒  堅 右

2号 物原 埋土 椀 162  61  55 И
お

５Ｙ

γ ‐
５Ｙ
И

鰤
５Ｙ

ＳＶ
４ i器歓雫宿琶篭   堅 右

土器 観察表
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載
号

掲
番

測

号

実

番 遺構 地点  層 器種
計測値 (cll)

日径 底径 器高

色調

外 内 断
胎土 焼成

ろ
転

ろ
回 備考

206 2号 物原 埋土 椀 6 そ豪憬遣

Oヽ

発 留そ/2  
灰 白 25Y7/1    灰白 25Y7刀 血以下白色粒  堅 右

2号 物原 埋土 椀
ハ

ν

ＯＲ

叫 鴛快穐謎  堅
高台付、内面自然釉
口縁部外面のみ

赤灰 25YR 4/1

2号 物原 埋土 椀 157 l�必下白色粒   堅

高台付
内面の底に「 X」、

高台中に「一」
ヘラ記号

2号 物原 埋土 椀 lda以 下白色粒   堅 高合荷

168 2号 物原 埋土 椀
は

ν
lan双 下白色粒    堅 右

内面に重ね焼きの

痕跡
高台付
高台中に「大」の字

2号 物原 埋 土 椀
か

″
Imn以 下白色粒    堅 右

高台付
高台中に「大」の字

2号 物原 埋土 椀 inn以 下白色粒    堅 右

内面に重ね焼きの

痕跡
高台付
高台中に稲 ?の絵

2号 物原 埋土 椀 1需按雫暑琶特   堅
内面に重ね焼きの

痕跡
高合付

2号 物原 埋土 鉢 招按藉轡を 軟 主が荒い

2～ 3ロロの石が多い

2号 物原 埋土 鉢 総歓藉召を 堅 外面・内面自然釉が

多い

230 2号 物原 埋土 鉢 8 ldII以 下白色FV    堅 内面 自然釉

2号 物原 埋土 鉢 inm以 下白色粒    堅
□縁部自然釉
暗灰黄 25Y5/2

176 2号 物原 埋土 鉢 :器按雫是包篭   堅

2号 物原 埋土 鉢 152 ‐
И

耐
納

lm以下白色社  堅

内面に重ね焼きの

痕跡
内面自然釉

2号 物原 埋土 蓋 305 i4脇雫離避  堅

経筒容器の蓋か

最大径 15 9cm

中心の断面に

葉っばの痕
真円ではない

2号 物原 埋土 蓋 報【歓鷲選を 堅 経筒容器の蓋か

180 2号 物 原 埋土 蓋 6 灰N6/    灰N6/    告浜曽モ鵠ぎ醗
6/8 堅

鰤嬢舶姉婚

経筒容器の蓋か

2号 物原 埋土 蓋 lan〃 下白色泣  堅

2血以下黒色泣

経筒容器の蓋か

2号 物原 埋土 壷 騒賊冷5VR И tt mVR∽   M(臀撃祐/3 2飩以下白色粒  堅 経筒容器か

2号 物原 埋土 γ
Ш

堅
嚇
醜
帥
蜘

醜
硼
耐
耐

壺の耳か

外面自然釉
灰黄 25Y7/2

2号 物原 埋上 堅
嚇
帥
飩
醜

壷の耳か

185 2号 物原 埋土 1饂歓平鳥琶を   堅 注目か

2号 物原 埋土 鴛按雫離糧   堅

土器 観察表
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土器 観察表

響鷲 姦響 ‖
齢 順 層 器種

口2叫雷ご聰 高 身

調

  内   断   
胎土  焼成

田
備考

2号 物原 埋土 甕 駕歓雫鍵篭    堅 外面 に線亥1

188 2号 物原 埋土 甕 ldL以 下白色粒    堅 外面に線刻

溝 埋土 蓋
ν

‐ＯＹ
2甑以下自色粒  堅 経筒容器の蓋か

溝 埋 土 甕 鍬歓雫驚恙    堅 外面 に線刻

濤 埋 土 小皿 10  52   3 醐
ＯＲ

堅
嚇
節
飩
飩

右

溝 埋 土 椀 156  62  54 諏 SPB蜘   紙 5P∽
   鱗 鵠 汁 1慧段雫亀E篭    堅

[Hd以下黒色泣

右
口縁部外面のみ
暗紫灰 5RP 4/1

溝 埋土 椀 158  71  49 lm以下白色泣  堅 右

回縁部外面に

重ね焼きの痕跡
口縁部外面のみ

青灰 5B6/1

溝 埋土 椀 162   6  53 黒褐 ЮYR∽
 キ 慢餐這

O糾
う 4福 嚇 Ⅵ 靱 2ma以 下白色位    軟 右

溝     埋土 椀 廂 N7  灰 Nげ    獨 指渓tYR卵鰤分め
堅

航勘純鞭穐

右

歪み
コ縁部外面のみ

灰 N6/

溝 埋土 椀 6 5 】朋標雛  堅

203 溝 埋土 椀 4脇穐跳  堅

歪み
内面底に

重ね焼きの痕跡
口縁部外面 灰 N5/

内面 灰 N6/

204 溝 埋土 椀 6 総解亀繋    堅 右
回縁部内面のみ
暗灰 N3/

溝 哩土 椀 ldE以 下白色粒    軟 右

溝 埋 土 椀 157 青灰 5B6/1    音灰 5PB 6れ
   手哉 Fギ チ

4/4

?齢歓雫尾鎚    堅
歪み

石はぜ、膨張が目立つ

口縁部外面のみ

暗紫灰 5RP 4/1

濤 埋土 椀 lmII以 下白色粒    堅 右 高台付

208 溝 埋 土 鎌
船程繋篭  軟 瓦質のよう

胎土が荒い

溝 埋土 鉢 】財雫督雛    軟 瓦質のよう

溝 埋 土 鉢 招解督艶    堅
外面に灰色の

きらきら
重ね焼きの痕跡

溝 埋土 鉢 ]IIE以下白色粒    堅
2皿以下褐色泣

石

溝 埋土 鉢 報歓雫竃鶴    堅

溝 埋土 鉢 :器歓雫離遂    堅

溝 埋土 鉢 紀按鷲雛  堅

溝 埋土 鉢 ldll以下白色泣    堅
外面に剥離あり
木の葉の跡か
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載
号

掲
番

測
号

実
番 遺構 地点  層 器種

高
め
器順酪

計

径日

色調

外       内       断
丹台土 焼成

ろ
転

ろ
回 備考

溝 埋 土 鉢 lm以下白色粒    軟

清 埋 土 鉢 傲ゆYR νi  tHX ЮVR И  禽暦戻協子毒枡 1前似下白芭粒  堅
回線部のみ
灰 N5/

溝 埋土 鉢 2an以 下白色粒    堅 歪 み

溝 埋 土 鉢 堅鰤嬢廂縣
溝 埋土 鉢 !前以下脅色泣    堅

溝     埋土 鉢 青仄 SPB 5カ    灰 NG/     
禽 で武 鞣 掲 75nも /8

ワm以下白色粒  堅
□縁部外面のみ

暗青灰 5B4/1

溝 哩土 鉢 鴛快藉雹魅    堅

溝 埋 土 鉢 血
噸

2餌以下白色粒  堅
口縁部外面のみ

暗灰 N3/

溝 埋 土 鉢 2HII以 下幻色粒    堅

溝 埋 土 鋏 356 卵
瑚
陣

ＳＰ
灰
赤

2an以 下白色粒    堅
口縁部外面のみ

贈青灰 5B3/1

溝 埋土 鉢
頓

齢

湘

磁 鰍歓程緊難 堅 口縁部外面のみ

灰 N4/

清 埋 土 鉢 協解龍静 堅

溝 埋土 222 雫戦 で島
5YR 4/3 

灰褐 ?5YR C力   器場るヾ :テ'72 Ima以 下白色粒    堅
口縁部外面のみ

灰褐 5YR 6/2

83 溝 理土 一更 総続滓建発 堅

溝 埋土 ｝璽 21
ν

Ｖ

吋

叫
lm以下白色粒    軟

溝 埋 土 一雲 黄灰25V И  tt N ν   鰯亀援器齢 2
2HE以 下白色粒    堅

歪み

外面自然釉
灰オリーブ 75Y5/3
内面自然釉
オリーブ灰 10Y5/2

薄 埋土 士璽 によい赤褐 25YR 5/3 赤灰 25YR 5/1   
禽 協増r梶 諜 if/3

1 5da以下白色粒   堅 耳が取れた跡あり

溝 埋土 一霊 にかい資捨 iOYR 7/2  によい黄橙 10YR 7/2  によい貰橙 19YR 7/2 総執罵篭篭 堅

溝 埋土 士璽 招按霊整篭 堅

溝 埋土 壷 15
７

‐ＯＲ
lm,下 白色粒   堅 歪 み

溝 埋土 子至 」毬按ギ継懲    堅 歪 み

120 溝 埋土 一堕 2nE以 下白重疵    堅

溝    埋土 輩璽 堅嚇
帥
帥

溝 埋土 士霊 灰 N5/        灰白 75Y7/1 И
頭

ド
帆

2�以下白色粒  堅

土器 観察表
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鱒
野 製 迪構1地点 ―層 練

鞭  I  CemJ

■盛 膚笙 器高

色調
外     内     研

臓 麟
るくろ

一騰

240 114 溝 4・L 豪 27鬱 麟 雄 .IOYIL罐 4Re lllWt醸  臨
・軟

241 82 溝 理土 茎 触 6 嫁 ,シ    蒸ドV   緞 翻
軟

242 一醒 溝 趾 雲 駆 ■紳Ⅲ福■4411/S  炭費籍I104c/8    Re 2Sy a/9 爛象歓 酵
螂 I

248 一溝 理土 重 綴鶏 Ⅲ 観5YH攣  寄就藉泄
酪母簾縫警整 繭 輯

244 溶 IHキー
甕 猛 2 宏IP,IS/2   姫 要■/2   dA4 11療 8/4 鞠 欧

245 75 溝 4EL 甕 37 騎 10n4/2  駆 螂 4/11  "啄 組 T/2 に
1茎

籍%
床白 573/1

稼墓 97 繕 駈 甍 40 薬ヽ3/      綽嚇Ⅲ41/ 竪
外面に線刻
鰤

247 141 構 址 甕 磁 種V   ttN γ    書
1漸 螂 S/8

薪 構 墟
堅 繭 � 議

2 48 . 9 4 灌 駐 甕 38.8 轍臨1/1- 加1047/1  魁線辮
“ 姥 茎 飴 霧

249 l13 薄1 物原I IM4 露 B4 砲葉IIYH C/1    荻灘

'SVう

後|    に熱導譲 IOVA T/2 整

250 186 薄
一

難 震 説
一

鶴服 ∴SYH E/1    際 簿 荘 tllyA Vイ    1歿 H.21V771 姥 茎 繭 自熱

土器 観察表
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瓦 観察表

載
号

掲
番

測
号

実
番

遺権 地点  層 種 別
計測値(ca)

長 さ 幅

調

面

色

凹 凸 面 断
胎土 焼 成

凹面

糸切 布 タタキナ

凸面

布 格子 平行 ナテ
備考

口巧 表土 平 灰責掲 ЮYR C/2 褐灰 ЮYR 6れ
  侵晉 孔評母 誘

inn以 下白色粒  堅 O O   O O O
凸面に紐痕

「 X」 印 3箇所

白一 表土 平 オ盤歓雫暑包恙  軟 ○ ○ 凸面に「 XJ印

168 2号 表土 軒平 i朋雫督雛  堅 ○ ○   ○

2号 表土 軒 平 報歓辞緊靴 堅

2号 表 土 平
j織歓藉理を  堅 ○  ○

2号 表土 丸 報按職兇篭 堅 ○ 〇 ○

2号 焚ロ 埋土 軒 平 獄歓雫香雛  堅 ○ ○ ○ ○

2号 焚口 埋土 軒平 ld」l以下白色地  堅

182 2号 焚 口 理土 軒平 吋И
傲囀鰤

2mH以 下白0粒   堅

2号 焚口 埋土 平

外 によい赤福
2na以 下白色粒  堅 O O   O ○ ○ ○

2号 焚日 埋土 丸 鴛按雫堅難 堅 ○  ○ 〇

71 2号 焚口 埋土 丸 laa以下白色粒  堅 ○  ○ ○

2号 焚日 埋土 丸 獄歓雫離篭  堅 ○  ○ ○ ○

2号 窯体 埋土 丸 17 演黄橙 tO■ R3/4 褐灰 75VH 5か   キ 漫蟹ぞ 母将fな拷
lnd以下EH色粒  軟 O O ○

2号 窯体 埋土 丸 lm以下白色粒 軟 O O ○ ○

154 2号 窯体 埋土 丸 灰 5Y O/1    そd蚤 檀 10YR 7/4灰 白 10YR 7/1 総椴寵整魅 軟 ○  ○ ○

2号 窯体 床面 軒平 磁 SYR盟  暦屍 絲
B`, 

購 25Y72 lm以下白色位  堅 O O ○ ○

2号 物原 表土 平 laa以 下白色泣  堅 ○ ○

2号 平 継雫麓篭 軟 ○ ○   ○ O O 凸面・側面に

「×J印

2号 軒平

lna以下透明泣

1器接雫亀謎  堅

2号 軒 平 級ЮR И  頼 25YR 5カ  禽羅解絣
れ

I甑以下白色粒  堅

2号 軒平 総歓雫鍵を  堅

189 2号 物原 埋土 平
７

∽

５Ｙ

Ｒ

２

叫
2E戯下白色泣  堅 ○  ○ ○

凸面に「 ×」印
3箇所
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瓦 観察表

載
号

掲
番

測

号

実

番 遺構  地点  層 種 別
計測値(c4)

長 さ 幅

調

面

色

凹 凸面 断
胎 土 焼成

凹面

糸切 布 タタ■ ナデ

凸面

糸切 布 格子 平行 ナデ
備 考

2号 平 鴛籐鑓を  堅 O O ○
凸面に「 X」 印
2箇所

2号 平 灰白 26Y ν2  径貧ピ (OYR ν9 検ミ ♂
帥

2d伍 以下 白色粒   軟 O O O 凸面に指痕

2号 平 lIIII以 下白色粒   軟 O O O

2号 軒 平 lnH以 下白色泣  堅 O O ○
両面共に

溶着物

2号 軒平 ］
７５Ｙ

ＯＹＲ
聴

卿
鍋

lnm以 下白色粒  堅

溝 埋土 軒平
攣
ｍ

呻
嚇 報解鍵を  堅 ○

溝 軒平 !器歓雫離を  堅

溝 軒平 灰 N5/    暗赤褐 25VR 3/1 
禽 ″ 苺

｀

今

1。 R γ e
2nE以 下白色粒  堅

溝 軒平 2nd以 下白色粒  堅 ○

溝 軒平
／

げ

Ｎ ５

ＳＹ 鴛按雫羅難 堅 ○

溝 軒平
ν

げ 総按程禦軽 堅 ○

溝 軒平 灰NV   tt N 5/   待密提;鵠子5搾 獄執稽』を 堅 ○  ○ ○ O

溝 軒 平
И
レ飩榊

1 5ntl以 下白色粒  堅

144 溝 軒平 灰Nε/      灰Nν      奄提i僻f傷 1
21111以 下白色泣  堅 ○

溝 平 135   38
Ｖ噸

夢

笹

ＹＲ
:器按雫曽緊  軟 ○  ○ ○

凹面に指痕
凸面に「×J印

溝 平
ＳＹ

７５

`吊

歓雫電謎  軟
○  ○ ○  ○

凸面中央に

「×」印3箇所

溝 平 灰 Nν   仄縄 苗R72 
領 黒撮サ

叫 R ν3

把組昭躍托 堅 O O O O 凸面に「×」印

263 134 溝 平 彊だ(ち/   灰N6/   弩昂蒜
Lケ

57Rン
2Ш以下 白色社   堅 ○ ○   ○ ○ O O   O

264 溝 平 掲灰 nVR 6か   掲灰 nVR 6れ   佑 ″き子見舞
YR νl

j器歓雫雪置を  堅 O O   O ○ 穿子し

溝 丸 灰N5/   灰N4/   禽長営嘉Υ湯
仰

2nd以 下白色粒  軟 O O ○ 左右の厚さが
違う

266 溝 丸 ltlll以 下白色泣  軟 ○ ○ 凸面に指痕

溝 丸 針
И

瀬
５Ｖ

い
囃

l�以下白色粒  堅 O O ○
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付載 1

備前市医王山東麓 1号窯における自然科学分析報告

フジテクノ有限会社

I.樹 種 同定

1.は じめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質から、概ね属レベルの同

定が可能である。木材は、花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林

植生の推定が可能であり、遺跡から出土 したものについては、木材の利用状況や流通を探る手がかり

となる。

ここでは、医王山東麓窯跡群 よ り出土 した炭化材を対象に樹種同定を行い、当時の木材利用につい

て検討 した。

2.試 料

試料は、医王山東麓 1号窯より出土した炭化材12点である。

3.方 法

試料を割折して新鮮な横断面 (木 口と同義)、 放射断面 (柾 目と同義)、 接線断面 (板 目と同義)の

基本三断面の切片を作製し、落射顕微鏡によって50～ 1000倍で観察した。同定は、解剖学的形質およ

び現生標本との封比によって行った。

4.結 果

表 1に結果を示し、以下に同定の根拠となった特徴を記す。各断面の顕微鏡写真を図版に示す。

結果 (学名/和名)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

P孟閉 れ盟sittora Sieb. et Zucc.

Pin郎 がθttsinora Sieb. et Zucc.

P�,ε がθttβfμora Sieb. et Zucc.

Pin,3がθttaFμοtt Sieb. et Zucc.

P�口3 &e4∂′μЭra Sieb. et Zucc.

P�LIS ユendゴβ3ra Sieb. et Zucc.

PねLβ denSぜ■ora Sieb. et Zucc.

P�口∂艶nstt■ora Sieb. et Zucc.

P�,∂ ■ensifiora Sieb. et Zucc

P」in彦∂が餌sittora Sieb. et Zucc.

Pねyaがθ塑∂′μοra Sieb. et Zucc.

Pね♂s iend′〃οra Sieb et Zucc.

アカマ ツ

アカマ ツ

アカマ ツ

アカマ ツ

アカマ ツ

アカマ ツ

アカマ ツ

アカマ ツ

アカマ ツ

アカマ ツ

アカマ ツ

アカマ ツ

アカマツ Яttysど餌鍼 οtt Sieb.et Zucc.マ ツ科 写真 1。 2・ 3

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管及び垂直、水平樹脂道を取 り囲むエピセ リウム細胞から構成され

る針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行は急で、垂直樹脂道が見 られる。

表 1 医王山東麓 1号窯における樹種同定結果
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放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射仮道管の内壁には者 しい鋸歯状肥厚が存在す

る。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型であるが、水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。

以上の形質よリアカマツに同定される。アカマツは、北海道南部、本州、四国、九州に分布する。

常緑高木で、高さ40m、 径 2mに達する。材は重硬な良材で水湿によく耐え、広 く用いられる。

5。 所 見

同定の結果、医王山東麓 1号窯の炭化材12点 は、すべてアカマツであった。アカマツは土壌条件の

悪い岩山に生育 し二次林を形成する。マツ科の木材はいずれも樹脂を多 く含み、現在においても窯業

に好んで用いられる。当時遺跡周辺が二次林化 していて用いられたか、アカマツを選択的に用いたと

考えられる。

参考文献

佐伯浩・原田浩 (1985)針葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,p.2048.

佐伯浩・原田浩 (1985)広葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,p.49-100。

島地謙・伊東隆夫 (1988)日 本の遺跡出土木製品総覧,雄山閣,p.296.

山田昌久 (1993)日 本列島における木質遺物出土遺跡文献集成,植生史研究特別第1号,植生史研究会,p.242.

―-68-―



Ⅱ.放 射性 炭 素 年 代 測 定

1. 1ま じめに

放射性炭素年代測定は、呼吸作用や食物摂取などにより生物体内に取 り込まれた放射性炭素 (望 c)

の濃度が、放射性崩壊により時間とともに減少することを利用 した年代測定法である。過去における

大気中の“C濃度は変動 しており、年代値の算出に影響を及ぼしていることから、年輪年代学などの

成果を利用 した較正曲線により
ИC年代から暦年代に較正する必要がある。

ここでは、医王山東麓窯跡群の構築年代を明らかにするために、加速器質量分析法による放射性炭

素年代測定を行った。測定にあたっては、米国のBeta Analytic lnc。 ,の協力を得た。

2.試料 と方法

測定試料は、窯跡より出土 した炭化物 2点 (試料Nα l,試料NQ 7)で ある。なお、樹種同定におい

ていずれもアカマツと同定された (I章参照)。

放射性炭素年代測定の手順は以下のとおりである。

まず、試料に二次的に混入 した有機物を取 り除 くために、以下の前処理を行った。

1)蒸留水中で細か く粉砕後、超音波および煮沸により洗浄

2)塩酸 (HCl)に より炭酸塩を除去後、水酸化ナ トリウム (NaOH)に より二次的に混入 した有機

酸を除去

3)再び塩酸 (HCl)で洗浄後、アルカリによって中和

4)定温乾燥機内で80℃で乾燥

前処理後、試料中の炭素を燃焼 して二酸化炭素に変え、これを真空 ライン内で液体窒素、 ドライア

イス、メタノール、 n―ペンタンを用いて精製 し、高純度の二酸化炭素を回収 した。 こうして得 られ

た二酸化炭素を鉄触媒による水素還元法でグラファイ ト粉末とし、アル ミニウム製のターゲットホル

ダーに入れてプレス機で圧入 しグラファイ トターゲットを作製 した。 これらのターゲットをタンデ ト

ロン加速器質量分析計のイオン源にセットして測定を行った。測定試料 と方法を表 1に まとめた。

表 と 測定試料及び処理

試料名    地点     種類 前処理・調整 測定法

血 1    窯跡     炭化物     酸―アルカリー酸洗浄       AMS

N&8    窯跡    炭化物     酸―アルカリー酸洗浄       AMS

※AMS(Accelerator Mass Spectrometry)1ま加速器質量分析

3。 結 果

年代測定の結果を表 2に示す。

1)望 C年代測定値

試料のMC/ワ C比から、単純に現在 (AD1950年 )か ら何年前かを計算 した値。
MCの

半減期は、国

際的慣例によりLibbyの 5,568年 を用いた。

2)δ C`測定値

試料の測定
HC/ワ C比を補正するための炭素安定同位体比 (“ C/WC)。 この値は標準物質 (PDB)
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の同位体比か らの千分偏差 (%0)で表す。

3)補正ИC年代値

δRC測定値か ら試料の炭素の同位体分別を知 り、
14c/12cの

測定値に補正値を加えて算出 した

年代。

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中
望C濃度の変動を較正することにより算出した年代 (西暦)。

calはcalibrationし た年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪の望Cの詳細な測定値、

およびサンゴのU―Th年代と望C年代の比較により作成された較正曲線を使用 した。最新のデータベー

スでは約20,000年BPま での換算が可能となっている。ただ し、10,000年 BP以前のデータはまだ不完

全であり、今後 も改善される可能性がある。

暦年代の交点 とは、補正望c年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 lσ (68%

確率)と 2σ (95%確率)は、補正
口C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影 した暦年代の幅を示す。

したがって、複数の交点が表記される場合や、複数のlσ・ 2σ値が表記される場合もある。

表 2 測定結果

試料名
避融

望

藩 訟

の δ

れ5め
補

曼4ぎ吾僻

働    暦年代 個 暦)の

配 1  294788  610± 40  -25.0   610± 40  交点

lσ

2σ

配 8  294789  660± 40  -23.0   690± 40  交点

lσ

2σ

cal AD 1320,AD 1350,AD 1390

cal  AD 1300-1400

cal  AD 1290-1420

cal  AD 1290

cal  AD 1280-1300

cal  AD 1260-1320

cal  姿【D 1350-1390

BP:Before Physics(Present), AD:糸己元

4.所 見

医王山東麓 1号窯 よ り出土 した炭化材 について、加速器質量分析法 (AMS)1こ より放射性炭素年

代測定を行 った。 その結果、試料hlで は610± 40年BP(2σ の暦年代でAD1290～ 1420年 )、 試料

h8で は690± 40年BP(同 AD1260～ 1320年、AD1350～ 1390年)の年代値が得 られた。

参考文献

Paula」 Reilner et al.,(2004J IntCa104 Terrestrial radiocarbon age cahbration,26-O ka BP RadiocarbOn

46, 1029-1058

尾寄大真 (2005)INTCAL98か らIntCa104へ .学術創成研究費 弥生農耕の起源と東アジア配 3-炭素年代測

定による高精度編年体系の構築―,p.14-15.

中村俊夫 (1999)放射性炭素法.考古学のための年代測定学入門.古今書院,p.1-36.
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医王山東麓 1号窯の炭化材

横断面        1 0 4mm
l, 1 アカマツ

横断面

2.  3

横断面

3.  5

アカマ ツ

:0 4mm 放射断面       :0 1mm

放射断面       :0,lmm

放射断面       :0.05mm 接線断面       :0 2mm

接線断面       :0 2mm

接線断面       :0.2mm
アカマ ツ

: 0 4mm
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付載 2

備前市医王山東麓 2号窯出土木製品の

樹種調査結果 と放射性炭素年代測定

(株)吉田生物研究所

樹種調査

1.試 料

試料は備前市医王山東麓 2号窯から出土した用途不明品12点である。

2.観察方法

炭化材の数lllll立方の試料をエポキシ樹脂に包埋し研磨して、木口 (横断面)、 柾目 (放射断面)、 板

日 (接線断面)面の薄片プレパラートを作製した。このプレパラートを顕微鏡で観察して同定した。

3。 結 果

樹種同定結果 (針葉樹 1種、広葉樹 1種)の表と顕微鏡写真を示 し、以下に各種の主な解剖学的特

徴を記す。

1)マ ツ科マツ属 [二葉松類]●ね口∂sp。)

(遺物No.lB,2～ 12)

(写真No.lB,2～ 12)

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行は急であった。大型の垂直樹脂道が細胞間隙とし

てみられる。柾目では放射組織の放射柔細胞の分野壁孔は窓型である。上下両端の放射仮道管内は

内腔に向かって鋸歯状に著 しくかつ不規則に突出している。板目では放射組織は単列で 1～ 15細胞

高のものと、水平樹脂道を含んだ紡錘形のものがある。マツ属 [二葉松類]は クロマツ、アカマツ

があり、北海道南部、本州、四国、九州に分布する。

2)ブナ科ヨナラ属ヨナラ亜属クヌギ節 (QyerG口 s subgeno Lepユ dobaね狙ys Endlicher sect.3erri0

(遺物No,lA)

(写真No,lA)

環孔材である。木口では大道管 (～430 μ m)が年輪界にそって 1～数列並んで孔圏部を形成 し

ている。孔圏外では急に大きさを減 じ、厚壁で円形の小道管が単独に放射方向に配列 している。放

射組織は単列放射組織と非常に幅の広い放射組織がある。柾目では道管は単穿孔と対列壁孔を有す

る。放射組織はすべて平伏細胞からなり同性である。道管放射組織間壁孔には柵状の壁孔が存在す

る。板目では多数の単列放射組織と肉眼でも見 られる典型的な複合型の広放射組織が見 られる。ク

ヌギ節はクヌギ、アベマキがあり、本州 (岩手、山形以南)、 四国、九州、琉球に分布する。
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参考文献

島地 謙 。伊東隆夫 「日本の遺跡出土木製品総覧」 雄山閣出版 (1988)

伊東隆夫  「日本産広葉樹材の解剖学的記載 I～ V」 京都大学木質科学研究所 (1999)

北村四郎 。村田 源 「原色日本植物図鑑木本編 I・ Ⅱ」 保育社 (1979)

奈良国立文化財研究所 「奈良国立文化財研究所 史料第27冊 木器集成図録 近畿古代篇」(1985)

奈良国立文化財研究所 「奈良国立文化財研究所 史料第36冊 木器集成図録 近畿原始篇」(1993)

使用顕微鏡

Nikon DS―Fil

備前市医王山東麓 2号窯出土木製品同定表

No. 出土地 品名 樹種

1 2号土手 0右区炭層2011.02.15
A炭化材
B  〃

ブナ科ヨナラ属コナラ亜属クヌギ節
マツ科マツ属 〔二葉松類〕

９
宮 2号 2区窯体内2011,01.28 炭化材 マツ科マツ属 〔二葉松類〕

3 2号 5区窯体内2011.01.31 炭化材 マツ科マツ属 〔二葉松類〕

4 2号 6区床面検出中2011.0127 炭化材 マツ科マツ属 〔二葉松類〕

5 2号 8区第二黒色±2011,02.21 炭化材 マツ科マツ属 〔二葉松類〕

6 2号 8区第二黒色±2011.02.23 炭化材 マツ科マツ属 〔二葉松類〕

7 2号 8区第二黒色±2011.02.23 炭化材 マツ科マツ属 〔二葉松類〕

8 2号 8区下方20■ .02.25 炭化材 マツ科マツ属 〔二葉松類〕

9 2号 8区第二黒色±2011.0301 炭化材 マツ科マツ属 〔二葉松類〕

2号 8区第二黒色±2011.03.01 炭化材 マツ科マツ属 〔二棄松類〕

溝 5区検出中2011.02.16 炭化材 マツ科マツ属 〔二葉松類〕

溝 5・ 6区溝2011,02.24 炭化材 マツ科マツ属 〔二葉松類〕
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木口

No-lA  ブナ科コナラ属コ

柾目

ラ亜属クヌギ節

木口

No-lB マツ科マツ属 〔二葉松類〕

木口

マツ科マツ属 〔二葉松類〕
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団
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園

No-3

No-4

木口

マツ科マツ属 〔二葉松類〕

木口

マツ科マツ属 〔二棄松類〕

木口

マツ科マツ属 〔二葉松類〕No-5
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No-7

木口

マツ科マツ属 〔二葉松類〕

木口

マツ科マツ属 〔二葉松類〕

木口

マツ科マツ属 〔二葉松類〕
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No-9
木口

マツ科マツ属 〔二葉松類〕

木口

No-10  マツ科マツ属 〔二葉松類〕

木口

マツ科マツ属 〔二葉松類〕No-11
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No-12
木口

マツ科マツ属 〔二葉松類〕

放射性炭素年代測定

1. はじめに

医王山東麓 2号窯より検出された用途不明品 1点について、加速器質量分析法 (AMS法)に よる

放射性炭素年代測定を行った。

2.試料 と方法

測定試料の情報、調製データは表 1の とおりである。試料は調製後、加速器質量分析計 (コ ンパク

トAMSI NEC製 1.5SDH)を用いて測定した。得られた望c濃度について同位体分別効果の補正を

行った後、
コC年代、暦年代を算出した。

表 1 測定試料及び処理

No. 試料データ 前処理

1

試料の種類 :炭化物

試料の性状 :不明

状態 i dry

備考 :O右区 土器周辺 2011/02/15

超音波洗浄

酸・アルカリ・酸洗浄 (塩酸:1.2N,水酸化ナトリウム:lN,塩酸:12N)

3。 結 果

表 2に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比 (δ
お
C)、 同位体分別効果の補正を行って暦

年較正に用いた年代値と較正によって得 られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示 し

た望c年代、1950年の大気の“C濃度を 1と して計算 した試料のコC濃度を表すFtt C値 を示す。暦年較

正に用いた年代値は下 1桁を丸めていない値であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値

を用いて暦年較正を行うために記載 した。

板 目
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望C年代はAD1950年を基点にして何年前かを示 した年代である。
望C年代 (yrBP)の算出には、

HCの
半減期としてLibbyの 半減期5568年を使用 した。また、付記 した望C年代誤差 (± lσ )は、測

定の統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の望C年代がそのコC年代誤差内に入る確率が

68.2%であることを示す。

なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

暦年較正とは、大気中のHC濃
度が一定で半減期が5568年 として算出されたコC年代に対 し、過去の

宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中のコC濃度の変動、および半減期の違い (望 Cの半減期5730

±40年)を較正 して、より実際の年代値に近いものを算出することである。

望C年代の暦年較正にはOxCa14.1(較正曲線データ I Post bomb atmospheric NH2)を 使用 した。

なお、 lσ 暦年代範囲は、OxCalの 確率法を使用 して算出された口C年代誤差に相当する682%信頼

限界の暦年代範囲であり、同様に 2σ 暦年代範囲は95。4%信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の

百分率の値は、その範囲内に暦年代が入る確率を意味する。

表 2 放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果

No
δ lS C

(%0)

暦年較正用年代

(yrBP± lσ )

“C年代

(yrBP± lσ )

ИC年代を暦年代に較正 した年代範囲

lσ 暦年代範囲 2σ 暦年代範囲

1 …24.77■ 012 911三二21 910三L20

1046AD(41.2%)1092AD

l121AD(15.8%)1140AD

l148AD(11.2%)1162AD

1036AD(95,4%)1183AD

参考文献

Bronk Ramsey, C (2009)Bayesian Analysis of Radiocarbon dates Radiocarbon, 51(1), 337-360

Hua,Q.and Barbetti,h/1(2004)Review of Tropospheric Bomb 14c Data for Carbon Cycle odeling

and Age Calibration Purposes. Radiocarbon, 46, 1273-1298.

中村俊夫 (2000)放 射性炭素年代測定法の碁礎.日本先史時代のWC年代編集委員会編「日本先史

時代の望C年代」i3-20,日本第四紀学会 .
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山

わ
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い
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東麓窯跡群

岡山県

備前市

伊部
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３
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４

４

　

　

９

　

　

０

３
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１

2010.2.8～

2010.3.31

2011.1.11-

2011.3.4

貞
じ

（
）

詳細分布

管内踏査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

医  王  山

東 麓 窯 跡 群

窯跡 南北朝時代 1 号  窯 備前焼 全長14mの窯

窯跡
平安時代・

鎌倉時代
2 号  窯 備前焼 全長1lmの窯
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図版  2

1 1号窯 床面 。窯壁 (南西から)

|1転1

2 4号 窯 窯壁片



図版  3

2号窯から伊部の町並みを望む (西から)
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図版

|「i!

麟

2号窯 断面 (南東から)

2 2号 窯 窯体内で見つかつた小皿 (北西から)



図版 6

1 1号窯 出土遺物 ①

2 1号窯 出土遺物 ②
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図版 8

1 2号窯 。清 出上遺物 ①

2 2号 窯・溝 出土遺物 ②



図版  9

1 2号窯 。溝 出土遺物 ③

2 2号 窯・ 溝 出土遺物 ④



図版 10

1 2号窯・ 溝 出土遺物 ⑤

2 2号窯―・溝 出土遺物 ⑥



図版 11

1 2号窯・溝 出土遺物 ②

2 2号 窯・ 溝 出土遺物 ③



2号窯・溝 出土遺物 ⑨
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図版 14

2号窯 。溝 出土遺物 ⑪



図版 15
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2号窯・溝 出土遺物 ⑫
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図版 17

2号窯・溝 出土遺物 ⑭



図版 18

2号窯・ 溝 出土遺物 ①



図版 19

134

2号窯・溝 出土遺物 ⑭



図版 20

2号窯 。溝 出土遺物 ○



図版 21
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図版 22
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2号窯・溝 出土遺物 ⑩



2号窯・溝 出土遺物 ⑩



図版 24

2号窯・ 溝 出土遺物 ④



図版 25
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2号窯・溝 出土遺物 ②



図版 26

2号窯・ 溝 出土遺物 ④



図版 27

2号窯 。溝 出土遺物 ④



図版 28

2号窯・溝 出土遺物 ⑮
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